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序    文 
 

独立行政法人国際協力機構は、タジキスタン共和国の貧困農民支援に係る協力準備調査を実施

し、2011 年 10 月 10 日から 10 月 27 日まで調査団を現地に派遣しました。 

調査団は、タジキスタン共和国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地

調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 24 年 9 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部部長 熊代 輝義 
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略 語 表 
 

2KR Second Kennedy Round / Grant Aid for the Increase 
of Food Production / Japanese Grant Assistance for 
the Food Security Project for Underprivileged Farmers

食糧増産援助・貧困農民支援 1

CIS Commonwealth of Independent States  独立国家共同体 

DAC Development Assistance Committee 開発援助委員会 

DFID Department for International Development 英国国際開発省 

EU European Union 欧州連合 

FAO Food and Agriculture Organization of the United 
Nations 

国際連合食糧農業機関 

FAOSTAT FAO Statistical Database FAO 統計データベース 

FOB Free on Board 本船甲板渡し条件 

GDP Gross Domestic Product 国内総生産 

GIZ Deutsche Gesellschaft für Internationale 
Zusammenarbeit 

ドイツ国際協力公社 

GNI Gross National Income 国民総所得 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

JICS Japan International Cooperation System 一般財団法人日本国際協力シ

ステム 

MDGs Millennium Development Goals ミレニアム開発目標 

MTC Machinery Technical Service Center 農業機械サービスセンター 

NDS National Development Strategy 国家開発戦略 

NGO Non-Governmental Organizations 非政府組織 

PRS Poverty Reduction Strategy 貧困削減戦略書 

RSUE Republican State Unitary Enterprise － 

SIDA Swedish International Development Cooperation 
Agency 

スウェーデン国際開発協力庁 

SUE State Unitary Enterprise － 

USAID United States Agency for International Development アメリカ合衆国国際開発庁 

WFP United Nations World Food Programme 国連世界食糧計画 

                                                        
1 1964 年以降の関税引き下げに関する多国間交渉（ケネディ・ラウンド）の結果、穀物による食糧援助に関する国際的な枠組
みが定められ、わが国では 1968 年度より食糧援助が開始された。上記経緯からわが国の食糧援助はケネディ・ラウンドの略
称である KR と呼ばれている。その後、開発途上国の食糧問題は基本的には開発途上国自らの食糧自給のための自助努力に
より解決されることが重要との観点から、1977 年度に新たな枠組みとして食糧増産援助を設け農業資機材の供与を開始し
た。本援助は食糧援助の KR の呼称に準じ 2KR と呼ばれている。2005 年度に食糧増産援助は貧困農民支援となり従来の食糧
増産に加え、貧困農民・小規模農民に併せて裨益する農業資機材の供与をめざすこととなったが、本援助の略称は引き続き
2KR となっている。なお、食糧増産援助／貧困農民支援の英名は Increase of Food Production / Japanese Grant Assistance for the 
Food Security Project for Underprivileged Farmers である。 
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単位換算表 
面積 

名称 記号 換算値（m2）

平方メートル m2 （1）

ヘクタール ha 10,000

平方キロメートル km2 1,000,000

 

重量 

名称 記号 換算値（g）

グラム g （1）

キログラム kg 1,000

トン MT 1,000,000

 

円換算レート（2012 年 1 月） 

USD 1 = 83.90 円 

USD 1 = Somoni 0.80 

1 円 = 0.0095 Somoni 

1Somoni = 104.88 円 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ 調査の背景と目的 

１－１－１ 背景 

日本国政府は、1967 年のガット・ケネディラウンド（KR）関税一括引き下げ交渉の一環と

して成立した国際穀物協定の構成文書のひとつである食糧援助規約に基づき、1968 年度から食

糧援助（以下、｢KR｣と記す）を開始した。 

一方、1971 年の食糧援助規約改訂の際に、日本国政府は「米又は受益国が要請する場合には

農業物資で援助を供与することにより、義務を履行する権利を有する」旨の留保を付した。こ

れ以降、日本国政府は KR の枠組みにおいて、コメやムギなどの食糧に加え、食糧増産に必要

となる農業資機材についても被援助国政府がそれらを調達するための資金供与を開始した。 

1977 年度には、農業資機材の調達資金の供与を行う予算を KR から切り離し、「食糧増産援

助（Grant Aid for the Increase of Food Production）（以下、後述の貧困農民支援とともに「2KR」

と記す）」として新設した。 

以来、日本国政府は、「開発途上国の食糧不足問題の緩和には、食糧増産に向けた自助努力

を支援することが重要である」との観点から、2KR を実施してきた。 

2003 年度から外務省は、2KR の実施に際して、要望調査対象国のなかから、予算額、わが国

との二国間関係、過去の実施状況等を総合的に勘案したうえで供与対象候補国を選定し、JICA

に調査の実施を指示することとした。 

また、以下の 3 点を 2KR の供与に必要な新たな条件として設定した。 

① 見返り資金の公正な管理・運用のための第三者機関による外部監査の義務づけと見返り

資金の小農支援事業、貧困対策事業への優先的な使用 

② モニタリング及び評価の充実のための被援助国側と日本側関係者の四半期に一度の意見

交換会の制度化 

③ 現地ステークホルダー（農民、農業関連事業者、NGO 等）の 2KR への参加機会の確保 

 

さらに、日本国政府は、世界における飢えの解消に積極的な貢献を行う立場から、食糧の自

給に向けた開発途上国の自助努力をこれまで以上に効果的に支援していくこととし、裨益対象

を貧困農民、小農とすることを一層明確化するために、2005 年度より、食糧増産援助を「貧困

農民支援（Japanese Grant Assistance for the Food Security Project for Underprivileged Farmers）」に

名称変更した。 

JICA は、上述の背景を踏まえた貧困農民支援に関する総合的な検討を行うため、「貧困農民

支援の制度設計に係る基礎研究（フェーズ II）」（2006 年 10 月～2007 年 3 月）を行い、より

効果的な事業実施のため、制度及び運用での改善案を取りまとめた。同基礎研究では、貧困農

民支援の理念は、「人間の安全保障の視点を重視して、持続的な食糧生産を行う食糧増産とと

もに貧困農民の自立をめざすことで、食糧安全保障並びに貧困削減を図る」と定義し、農業資

機材の投入により効率的な食糧生産を行う「持続的食糧生産アプローチ」及び見返り資金の小

規模農民・貧困農民への使用を主とする「貧困農民自立支援アプローチ」の 2 つのアプローチ

で構成されるデュアル戦略が提言された。 
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１－１－２ 目的 

本調査は、タジキスタン共和国（以下、「タ」国と記す）について、2011 年度の貧困農民支

援（2KR）の実施の可否の検討に必要な情報・資料を収集、分析し、要請内容の必要性・妥当

性を検討するとともに、概算事業費の積算を行うことを目的として実施された。 

 

１－２ 体制と手法 

１－２－１ 調査実施手法 

本調査は、国内における事前準備、現地調査、国内解析から構成される。現地調査において

は、「タ」国政府関係者、農家、国際機関、資機材配布機関／業者等との協議、サイト調査、

資料収集を行い、「タ」国における 2KR のニーズ及び実施体制を確認するとともに、2KR に

対する関係者の評価を聴取した。帰国後の国内解析においては、現地調査の結果を分析し、要

請資機材計画の妥当性の検討を行った。 

 

１－２－２ 調査団構成 

担当分野 氏名 所属 

団長 丸岡 秀行 JICA 農村開発部 次長 

調達管理計画 芹澤 辰一郎 JICS 業務第二部機材第一課 

貧困農民支援・ 

資機材計画 

飯塚 惠治 三井共同建設コンサルタント株式会社 

海外プロジェクト事業部 

協力企画 猪上 美代子 JICA 農村開発部水田地帯第一課 

通訳 セルゲイ・ヴォルコフスキー 財団法人日本国際協力センター 
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１－２－３ 調査日程 

 

平成 23 年度タジキスタン国 貧困農民支援（2KR）協力準備調査団 調査行程表 
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１－２－４ 面談者リスト 

（１）在タジキスタン日本国大使館 

今橋 啓介 大使 

浅野 史明 専門調査員（政務・経済・経協） 

 

（２）JICA タジキスタン支所 

飯田 次郎 所長 

片山 浩樹 企画調査員 

 

（３）大統領府 

Mr. Murodali Alimardon 第一副首相 

 

（４）農業省 

Mr. Kosim Kosimov         大臣 

Mr. Yusuf SULTONNAYABOV 副大臣 

Mr. Kaplanjon RASULOV 技術政策・農業インフラ整備局局長 

Ms. Zamira Fayazova 国際交流部部長 

 

（５）外務省 

Mr. Ardeshir QADERI アジア・アフリカ諸国局局長 

Ms. Gulchehra UMARALIEVA アジア・アフリカ諸国局副局長 

Ms. Madina MURODOVA アジア・アフリカ諸国局アタッシェ 

 

（６）タジクアグロリージング公社 

Mr. Saidmurod KHAIRIDINOV 社長 

Mr. Botir MUMINOV 副社長（技術担当） 

Mr. Avliyoqul UROZOV 副社長（財務担当） 

Mr. Abdujamol JALOLOV 副社長 

Mr. Abdugafor RAHIMOV プロジェクトコーディネーター 

Mr. Mahmarajab Jobirov Kulyab 郡 MTC（農業機械サービスセンター）所長 

Mr. Hamrohon Rajabov Hamadoni 郡 MTC 所長 

Mr. Fathedin Aminov Khovaling 郡 MTC 所長 

Mr. Sherali Shoev Baljuvon 郡 MTC 所長 

Mr. Abdunazar Mardonov Rudaki 郡 MTC 所長 

Mr. Mirzovali Rahimov Danghara 郡 MTC 所長 

 

（７）Tajik Agricultural Finance Framework（TAFF、農業分野における EU 支援プロジェクト） 

Dr. Christophe Cordonnier チームリーダー 
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（８）Mercy Corps（アメリカ、オレゴン州に本部がある NGO） 

Mr. Brian King Country Director 

Mr. John 農業担当者 

 

（９）農業機械取扱ディーラー 

Mr. Jalolidin NURALIEV CJSC “AGROTECHSERVICE”（社長） 

Mr. Kamil GALIKIEV OJSC “Madad Tursunzoda”（技術担当副社長） 

Mr. Daler SHOIMARDONOV OJSC “Madad Tursunzoda”（経理部長） 

Ms. Madina MUMINOVA OJSC “Madad Tursunzoda”（機材調達担当） 

Mr. Hairullo HUDOIBERDIEV State Unitary Enterprise “MADAD”（社長） 

Mr. Orifjon KOSIMOV State Unitary Enterprise “MADAD”（副社長） 

Mr. Khomid IMOMURATOV State Unitary Enterprise “MADAD”（チーフエンジニア） 

 

（10）Danghara 郡 

Mr. Mahmadulo SAIDALIEV Danghara 郡長 

 

（11）農民 

Mr. Mr. Nurali Valiev ハトロン州 Hamadoni 郡 Dashti Gulo 

Mr. Faizulo Amirshoev ハトロン州 Hamadoni 郡 Dashti Gulo 

Mr. Abdusolom Rajabov ハトロン州 Hamadoni 郡 Chubek 

Mr. Ayub Holmadov ハトロン州 Hamadoni 郡 Chubek 

Mr. Yormat Shohmadov ハトロン州 Kulyab 郡 Zarbdor 

Mr. Saidkabir Sharipov ハトロン州 Kulyab 郡 Ziraki 

Mr. Mahmud Rustamov ハトロン州 Khovaling 郡 Khovaling 

Mr. Ismoil Saidov ハトロン州 Baljuvon 郡 Baljuvon 

Mr. Sator Rakhimov 政府直轄州 Rudaki 郡 Sharaf 

Mr. Jurabek Asoev 政府直轄州 Hisor 郡 Shurob 

Mr. Ahrol Boev 政府直轄州 Hisor 郡 Guriyod 

Mr. Murodali Akramov ハトロン州 Danghara 郡 Lolazo 

Mr. Sharif Azimov ハトロン州 Danghara 郡 Lolazo 

Mr. Mahmodi Azimov ハトロン州 Danghara 郡 Lolazo 
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第２章 当該国における農業セクターの概況 
 

２－１ 農業セクターの現状と課題 

２－１－１ ｢タ｣国経済における農業セクターの位置づけ 

「タ」国は、中央アジアに位置する内陸国であり、1991 年 12 月にソビエト社会主義共和国

連邦（以下、「ソ連」と記す）より独立した。しかし、独立直後の 1992 年に政府と反政府組織

間において内戦が勃発し、1994 年 9 月には暫定停戦合意がなされたものの、 2000 年 2 月に議

会選挙が実施されるまで不安定な状況が続いた。 

「タ」国の中心産業は、アルミニウムの精錬・加工業（アルミニウムの原料であるアルミナ

は国外から輸入）、並びに綿花をはじめとする農業である。綿花栽培は他の中央アジア諸国に

比べて生産性が低く、栽培農家の債務問題が深刻化している。鉱物資源の面では、金、銀、亜

鉛、スズ、アンチモン、ウラン等の鉱床を有しているものの、一部を除いて生産活動は活発と

はいえない。 

1990 年代の「タ」国の生産活動はソ連崩壊と内戦により著しく停滞していたが、2002 年以降

は比較的高い経済成長率を維持している。しかし、輸入依存度の高い経済構造のため、2008 年

のインフレ率が 11.8%に達したほか、同年秋の世界経済危機以降は主要輸出品であるアルミニ

ウムや綿花の国際価格の急落によって大きな経済的影響を受けた。「タ」国政府発表の経済成

長率は 2009 年に 3.9%に下がったものの、それ以外の年は 6～8%の高い成長率を維持している。

外国投資については、ロシアやイランによる水力発電所や、中国による自動車道路・高圧送電

線の建設が進められている。 

 

表２－１ 経済成長率の推移 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

経済成長率（%） 6.7 7.0 7.8 7.9 3.9 6.5 

出典：Tajikistan in figures 2011 Statistical Pocketbook、国家統計委員会 

 

2005～2010 年の「タ」国の労働人口を各セクター別にみると、農林業セクター労働人口数は

労働人口のほぼ 3 分の 2 を占めており、国家経済に多大な影響を及ぼすセクターである。 
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表２－２ 労働人口データの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：Tajikistan in figures 2011 Statistical Pocketbook、国家統計委員会 

図２－１ セクター別労働人口比率の推移 

 

「タ」国の総輸出額は 2005 年から 2006 年に 908.7 百万ドルから 1,399 百万ドルに約 35%増

加した。その後、輸出額は 3 年間ほぼ一定であったが、2009 年には 2008 年に比べて約 40%減

少した。また、農産物以外の輸出が増加していることから、2010 年の輸出額でみると、綿繊維

は約 17%、果実と野菜は約 5%にとどまっている。 

  

区分

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010

総労働力人口 2,154 2,185 2,202 2,217 2,264 2,280

労働人口 2,112 2,137 2,150 2,168 2,219 2,233

鉱業・建設分野 183 181 177 169 164 166

農林業分野 1,425 1,433 1,430 1,447 1,468 1,471

運輸・通信分野 62 66 62 61 58 58

貿易・商業分野 91 100 105 113 125 126

電力・ガス分野 33 33 48 50 52 57

社会保障・医療分野 72 74 76 75 79 81

教育分野 174 173 174 172 178 180

科学・文化分野 16 17 17 17 18 18

その他分野 56 60 60 64 76 76

失業者 42 48 52 49 45 47

人口データ（単位：1000人）



－8－ 

 
出典：Tajikistan in figures 2011 Statistical Pocketbook、国家統計委員会 

図２－２ 総輸出額の推移 

 

一方、「タ」国の輸入額は 2005 年から 2008 年にかけ 1,330.1 百万ドルから 3,272.6 百万ドル

へと大幅に増加した（246%）が、2009 年、2010 年は 2007 年と同レベルに減少した。2010 年

の輸入額のうち、肥料は約 8%、コムギは約 3%を占めている。 

 

 
出典：Tajikistan in figures 2011 Statistical Pocketbook、国家統計委員会 

図２－３ 総輸入額の推移 

 

２－１－２ 自然環境条件 

（１）地形条件 

「タ」国は中央アジアに位置し、国境をウズベキスタン（西部及び北部）、キルギス（北

部）、中国（東部）及びアフガニスタン（南部）の 4 カ国に接する内陸国である。最低標

高が 300m であるのに対し最高標高は 7,495m と、その国土は多様性に富んでいるが、93％

が山岳地帯となっている。これらの山岳地帯周辺は豊かな鉱物資源に恵まれており、現在

400 以上の鉱床が確認されている。また、「タ」国は中央アジアで最大の石炭埋蔵量（推
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表２－５ コムギ生産状況の推移 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

作付面積（ha） 

タジキスタン全体 317,738 320,694 307,961 331,766 358,766 342,566

ドゥシャンべ市 8 22 37 37 51 31

ゴルノ・バダフシャン自治州 5,542 5,098 4,551 4,751 4,877 4,859

ソグド州 67,353 65,672 58,149 60,050 63,610 59,698

ハトロン州 180,220 181,553 179,271 195,572 211,261 205,161

政府直轄州 64,615 68,349 65,953 71,356 78,967 72,817

収穫量（ton） 

タジキスタン全体 618,467 640,339 649,300 659,096 938,435 857,545

ドゥシャンべ市 7 19 19 37 61 16

ゴルノ・バダフシャン自治州 8,967 8,979 9,333 10,032 11,224 11,180

ソグド州 123,353 107,107 107,549 72,522 132,851 119,167

ハトロン州 364,407 397,114 411,212 439,368 597,059 580,047

政府直轄州 121,733 127,120 121,187 137,137 197,240 147,135

単位収量（ton/ha） 

タジキスタン全体 1.95 2.00 2.11 1.99 2.62 2.50 

ドゥシャンべ市 0.88 0.86 0.51 1.00 1.20 0.52 

ゴルノ・バダフシャン自治州 1.62 1.76 2.05 2.11 2.30 2.30 

ソグド州 1.83 1.63 1.85 1.21 2.09 2.00 

ハトロン州 2.02 2.19 2.29 2.25 2.83 2.83 

政府直轄州 1.88 1.86 1.84 1.92 2.50 2.02 

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

表２－６ トウモロコシ生産状況の推移 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

作付面積（ha） 

タジキスタン全体 9,984 10,137 11,383 14,516 14,411 12,534

ドゥシャンべ市 - - - - - -

ゴルノ・バダフシャン自治州 11 19 18 19 21 26

ソグド州 5,118 5,169 6,206 7,364 6,975 6,048

ハトロン州 3,524 3,749 3,664 5,202 5,398 4,819

政府直轄州 1,331 1,200 1,495 1,931 2,017 1,641

収穫量（ton） 

タジキスタン全体 155,813 138,885 130,075 136,428 142,515 151,061

ドゥシャンべ市 - - - - - -

ゴルノ・バダフシャン自治州 36 67 62 60 80 105

ソグド州 27,671 30,023 35,996 34,110 30,553 29,159
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ハトロン州 114,149 94,612 79,280 85,482 97,496 100,712

政府直轄州 13,957 14,183 14,737 16,776 14,386 21,085

単位収量（ton/ha） 

タジキスタン全体 15.61 13.70 11.43 9.40 9.89 12.05 

ドゥシャンべ市 - - - - - -

ゴルノ・バダフシャン自治州 3.27 3.53 3.44 3.16 3.81 4.04 

ソグド州 5.41 5.81 5.80 4.63 4.38 4.82 

ハトロン州 32.39 25.24 21.64 16.43 18.06 20.90 

政府直轄州 10.49 11.82 9.86 8.69 7.13 12.85 

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

表２－７ コメ生産状況の推移 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

作付面積（ha） 

タジキスタン全体 10,264 10,692 10,806 10,251 14,559 14,854

ドゥシャンべ市 - - - - - -

ゴルノ・バダフシャン自治州 - - - - - -

ソグド州 6,480 6,780 7,122 6,281 7,794 8,515

ハトロン州 1,697 1,905 1,978 2,545 4,868 4,168

政府直轄州 2,087 2,007 1,706 1,425 1,897 2,171

収穫量（ton） 

タジキスタン全体 62,404 48,536 52,109 53,989 63,416 76,854

ドゥシャンべ市 - - - - - -

ゴルノ・バダフシャン自治州 - - - - - -

ソグド州 21,215 21,466 24,067 20,245 24,549 30,006

ハトロン州 22,955 17,649 18,061 20,541 27,262 33,739

政府直轄州 18,234 9,421 9,981 13,203 11,605 13,109

単位収量（ton/ha） 

タジキスタン全体 6.08 4.54 4.82 5.27 4.36 5.17 

ドゥシャンべ市 - - - - - -

ゴルノ・バダフシャン自治州 - - - - - -

ソグド州 3.27 3.17 3.38 3.22 3.15 3.52 

ハトロン州 13.53 9.26 9.13 8.07 5.60 8.09 

政府直轄州 8.74 4.69 5.85 9.27 6.12 6.04 

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 
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表２－８ ジャガイモ生産状況の推移 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

作付面積（ha） 

タジキスタン全体 27,483 27,935 29,752 28,676 29,838 31,764

ドゥシャンべ市 - - - - 2 -

ゴルノ・バダフシャン自治州 1,778 1,819 1,877 2,003 2,062 2,067

ソグド州 9,681 10,030 11,232 10,744 11,176 11,318

ハトロン州 6,937 7,016 7,252 6,703 8,298 8,621

政府直轄州 9,087 9,070 9,391 9,226 8,300 9,758

収穫量（ton） 

タジキスタン全体 555,125 573,687 662,093 679,774 690,853 760,139

ドゥシャンべ市 - - - - 4 -

ゴルノ・バダフシャン自治州 34,931 37,276 41,502 45,856 48,068 48,775

ソグド州 188,753 201,912 262,207 268,424 274,348 286,157

ハトロン州 129,071 135,221 147,704 156,716 197,020 209,665

政府直轄州 202,370 199,278 210,680 208,778 171,413 215,542

単位収量（ton/ha） 

タジキスタン全体 20.20 20.54 22.25 23.71 23.15 23.93 

ドゥシャンべ市 - - - - 2.00 -

ゴルノ・バダフシャン自治州 19.65 20.49 22.11 22.89 23.31 23.60 

ソグド州 19.50 20.13 23.34 24.98 24.55 25.28 

ハトロン州 18.61 19.27 20.37 23.38 23.74 24.32 

政府直轄州 22.27 21.97 22.43 22.63 20.65 22.09 

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

表２－９ 野菜生産状況の推移 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

作付面積（ha） 

タジキスタン全体 33,429 35,768 39,110 37,162 40,803 44,769

ドゥシャンべ市 - - - - 1 -

ゴルノ・バダフシャン自治州 451 473 502 534 554 585

ソグド州 11,554 12,420 13,865 12,077 12,675 13,490

ハトロン州 12,644 13,628 14,848 15,152 18,181 20,443

政府直轄州 8,780 9,247 9,895 9,399 9,392 10,251

収穫量（ton） 

タジキスタン全体 718,475 759,737 835,131 908,225 1,046,859 1,142,624

ドゥシャンべ市 - - - - 1 -

ゴルノ・バダフシャン自治州 12,060 13,459 14,573 15,738 16,725 18,346

ソグド州 249,810 269,974 299,613 299,798 324,657 329,538
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ハトロン州 240,472 259,182 299,995 358,937 461,914 533,887

政府直轄州 216,133 217,122 220,950 233,752 243,562 260,853

単位収量（ton/ha） 

タジキスタン全体 21.49 21.24 21.35 24.44 25.66 25.52 

ドゥシャンべ市 - - - - 1.00 -

ゴルノ・バダフシャン自治州 26.74 28.45 29.03 29.47 30.19 31.36 

ソグド州 21.62 21.74 21.61 24.82 25.61 24.43 

ハトロン州 19.02 19.02 20.20 23.69 25.41 26.12 

政府直轄州 24.62 23.48 22.33 24.87 25.93 25.45 

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

コムギとコメ、野菜はハトロン州が主産地で、面積、生産量とも同州の重要性が非常に

高い。トウモロコシに関しては、生産量データでみるとハトロン州が抜きん出ているが、

その単位収量が非常に高いことから、データの信頼性について検討が必要と考えられる。

ジャガイモはソグド州や政府直轄州において広く作付けされており、収穫量においても両

州の重要性が高い。 

また、2009 年及び 2010 年の農産物輸入量の品目別内訳をみると、コムギ及び小麦粉の

輸入量が他を圧倒しており、両製品で農産物輸入量の約 44%を占めていることから、外貨

節減のためにもコムギ増産は重要である。また、ジャガイモの輸入量も 26 千トン前後あ

り、国内自給は達成されていない。なお、総輸入量に占める農産物輸入量は約 19%となっ

ている。 

 

表２－10 農産物輸入量の内訳 

品目（1,000 ton） 2009 2010 

コムギ 413.1 442.8 

小麦粉 410.1 370.3 

砂糖 111.7 110.8 

スパゲティ等麺類 10.4 12.3 

植物油 68.7 75.0 

乳製品 6.8 7.4 

卵 8.0 6.1 

茶 6.7 6.2 

ジャガイモ 27.5 25.7 

生鮮野菜 26.5 0.8 

生鮮果実 11.3 17.6 

ジュース類 1.3 0.7 

缶詰類 2.6 2.0 

総輸入量に占める農産物輸入量のシェア（%） 16.0 18.5 

出典：Food Security and Poverty 2011 No.4, 2011 
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２－１－５ 農業セクターの課題 

「タ」国は旧ソ連より独立後、農地改革を進めており、コルホーズ、ソフホーズを解体して

その農地を国民に配分している。農地の永年使用権を与えられた農家は「デフカン農家2」と呼

ばれ、1 家族、もしくは数家族が集まって 1 つのデフカン農場を形成している。2010 年時点で、

全国に 51,400 余りあるデフカン農場は「タ」国の農地面積全体の 71.6%を占めており、農業生

産の主要な担い手として位置づけられる。 

しかし、大半のデフカン農場の所有する耕作面積が小規模（0.5～1ha 程度）であることや「タ」

国の市場が大きくないことなどもあり、デフカン農家は全体的に収入が低く、総じて生活水準

は低い。 

さらに、農業生産面の問題として、以下の課題が指摘されている。 

①農家の営農資金不足 

営農資金不足は出稼ぎ労働者としての農業労働力流出や農業資機材の購入困難の原因と

なり、農業生産性の低下に直結する課題である。旧ソ連時代には国家が担っていたことも

あり、農業セクターに対する民間金融サービスは十分育っておらず、農家の営農に係る資

金不足は今しばらく続くと考えられる。特に綿花栽培における農家の負債は大きな問題と

なっている。 

②生産基盤の老朽化・未整備 

灌漑施設や農産物加工・貯蔵施設に代表される各種生産基盤の老朽化及び不適切な維持

管理と不足も農業生産性を低下させる要因となっている。特に灌漑水不足は農業生産に深

刻な影響を及ぼす一因であるが、旧ソ連時代に建設された多くの灌漑施設では漏水等が発

生しているにもかかわらず維持管理・更新が実施されておらず、生産基盤施設の老朽化が

著しい。さらに、農村部から市場へのアクセス道路の整備や農産物加工施設の不足等もあ

り、産地と市場を結ぶ迅速な農産物流通は課題を抱えたままである。 

③組織未整備と農家の制度知識不足 

旧ソ連解体後、デフカン農場制度が創設されたが、組織や法制度はまだ整備が進んでお

らず、低い権利意識も相まって、農場の権利保護や利益確保の困難、権利や財産の損失な

どが指摘されている。 

④営農サービス機能の欠如 

営農指導や農業機械サービス、農産物市場や流通情報提供等の営農サービスも、旧ソ連

時代は国家が全て提供していたものであり、当時は何の心配もなかったが、現在に至るも

多くの問題が解決されていない。 

 

以上のうち、農業機械不足に関しては、「タ」国においては旧ソ連時代に使用されていたト

ラクターを、入手可能な部品を流用して修理しつつ、何とか利用している状況が続いている。

1991 年以降の州別トラクター台数（農業企業及びデフカン農場所有）の推移を表２－11 に示し

た。 

1991 年には全国に約 37 千台のトラクターがあったが、2006 年には約半数になり、2010 年に

                                                        
2 デフカン農場はこれまでの集団的な農場経営から農家が独立し自ら経営を行う経営体として「デフカン法」（2002 年）に位
置づけられている。今次調査で行った 2KR 農業機械受益者 14 人のインタビュー調査によると、各農場の構成員数は 4～100
人と幅が広く、その形態は多様である。 
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はさらに減少して 1991 年比で 37%、14 千台余りしかない。さらに、それらトラクターのほと

んどは旧ソ連時代から使用されているもので、老朽化が著しい。コンバインに関しても表２－

12 に示すとおりほぼ同じ状況にあり、いずれの州においても農業機械不足は深刻な状況にあ

る。 

 

表２－11 州別トラクター台数の推移 

年 1991 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

タジキスタン全体 37,054 19,947 18,839 17,295 15,951 14,477 13,697

ゴルノ・バダフシャン自治州 432 103 101 96 117 79 76

ソグド州 11,056 8,027 7,762 7,248 6,841 6,241 6,044

ハトロン州 20,043 9,462 8,760 7,894 7,146 6,571 6,160

政府直轄州 5,523 2,355 2,216 2,057 1,847 1,586 1,417

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

表２－12 州別コンバイン台数の推移 

年 1991 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

タジキスタン全体 1,383 873 907 857 757 668 604

ゴルノ・バダフシャン自治州 27 4 4 2 2 14 1

ソグド州 456 388 368 349 334 291 278

ハトロン州 651 319 378 354 290 253 225

政府直轄州 249 162 157 152 131 110 100

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

イランとの合弁会社「タジラン（Tajiran）」が 2008 年に設立され、同社の農業機械組立工場

が「タ」国内に存在している。しかし、本体・スペアパーツともに高価なうえ、価格の割には

性能が低いとの評判であり、現時点では「タ」国の農業機械不足改善への貢献は限定的である。

この状況を改善するべく、「タ」国政府は、2008 年に国営企業であるタジクアグロリージング

公社を設立し、国家予算を投入して農業機械の調達を開始した。国家予算（補助金）の投入に

加えて、同公社には 2008 年にサウジアラビアの支援により 100 台のトラクターが投入されてい

るが、「タ」国内の農業機械に対する需要をはるかに下回る水準にあることから、今後もタジ

クアグロリージング公社の事業拡大が望まれている。 

 

２－２ 貧困農民、小規模農民の現状と課題 

２－２－１ 貧困の状況 

「タ」国の GNI は 600 ドル（2008 年、政府開発援助国別データブック 2010）で、貧困国に

分類され（http://www.jica.go.jp/activities/schemes/finance_co/about/standard/class2011.html）、旧ソ

連邦の 15 共和国のなかで最貧国とされる。第 3 次貧困削減戦略書（Poverty Reduction Strategy：

PRS）（「２－３ 上位計画」参照）によると貧困ライン（購買力平価 2.15 ドル/日）以下で生

活する貧困人口数は、近年大幅に減少しつつあり、全人口に対する貧困率は 63.5%（2003 年）

から 40.9％（2007 年）となった。一方、両年度とも都市部と農村部における貧困率に大きな違
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いはなく、引き続き都市及び農村地域において対策が必要な状態にある（表２－13 参照）。 

 

表２－13 貧困の概要（その１） 

区分 総人口 貧困人口 貧困率 （%） 

2003 年計 6,667,510 4,233,341 63.5 

都市部 1,804,290 1,066,293 59.1 

農村部 4,863,220 3,167,048 65.1 

2007 年計 7,061,429 2,886,561 40.9 

都市部 1,856,865 747,778 40.3 

農村部 5,204,564 2,138,783 41.1 

出典：POVERTY REDUCTION STRATEGY OF THE REPUBLIC OF TAJIKISTAN FOR 
2010–2012, 2010 

 

PRS に記載されている基本的な家庭用品価額に基づく 1 人当たり消費から算定した貧困率

は、上記データよりも高い比率となっている（表２－14 参照）。 

 

表２－14 貧困の概要（その２） 

区分 総人口 貧困人口 貧困率 （%） 

2003 年計 6,667,510 4,830,408 72.4 

都市部 1,804,290 1,241,352 68.8 

農村部 4,863,220 3,589,056 73.8 

2007 年計 7,061,429 3,779,801 53.5 

都市部 1,856,865 917,291 49.4 

農村部 5,204,564 2,862,510 55.0 

出典：POVERTY REDUCTION STRATEGY OF THE REPUBLIC OF TAJIKISTAN FOR 
2010–2012, 2010 

 

また、貧困の地域別分布は表２－15 に示すとおりで、ソグド州が約 69%と最も高く、ドゥシ

ャンベ市及びゴルノ・バダフシャン自治州が最低（約 43%）となっている。なお、ハトロン州

と政府直轄州では農村部よりも都市部の貧困率が高い状況にある。 

 

表２－15 貧困の分布 

区分 
ドゥシャン

ベ市 

ゴルノ・バダフ

シャン自治州 
ソグド州 ハトロン州 政府直轄州 平均 

全体貧困率（%） 43.3 43.4 68.8 47.3 48.8 53.5 

都市部（%） 43.3 18.4 53.6 52.2 56.8 49.4 

農村部（%） - 47.2 74.0 46.2 47.6 55.0 

出典：POVERTY REDUCTION STRATEGY OF THE REPUBLIC OF TAJIKISTAN FOR 2010–2012, 2010 

 

２－２－２ 農民分類 

「タ」国では、旧ソ連崩壊後、国営農場及び集団農場を解体し、その農地を分配する「農地
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改革」を進めている。農地改革により、新しい農業生産主体としてデフカン農場が登場し、デ

フカン農場を規定する法律も整備されたが、この改革は現在も進行中であり、デフカン農場の

数は今も年々増加傾向にある。国家統計委員会の統計資料によると、2005 年時点でのデフカン

農場数は 23,101 とされていたが、2010 年には 51,372 となっている。なお、州別に比較すると

全デフカン農場の約 53%がハトロン州に分布している。デフカン農場の増加が続いていること

から、その分類はまだ行われておらず、農業改革が一段落した時点で改めて所有面積規模等に

よるデフカン農場の分類が行われる見込みである。 

 

表２－16 デフカン農場数の推移 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

タジキスタン全体 23,101 24,901 26,518 30,842 37,966 51,372

ゴルノ・バダフシャン自治州 45 76 117 131 204 255

ソグド州 3,937 4,447 5,187 5,794 7,509 8,885

ハトロン州 9,876 10,291 10,501 13,193 17,617 27,106

政府直轄州 9,243 10,087 10,713 11,724 12,636 15,126

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

最新の農業主体者別農用地面積（耕地＋永年作物地＋採草地＋放牧地＋保留地）は表２－17

のとおりで、2010 年にはデフカン農場の管理下に全農用地の約 3 分の 2 があり、デフカン農場

が｢タ｣国農業の主体を担っていることが分かる。 

 

表２－17 農業主体者別の農用地面積（耕地＋永年作物地＋採草地＋放牧地＋保留地） 
                                                     （単位：千 ha） 

年 合計 

農業企業 デフカン農場＋個人 

小計 

コルホ

ーズ、協

同組合 

ソフホ

ーズ 

広域農

業企業 

その他

の農業

企業 

小計 
デフカ

ン農場 

個人経

営 

1991 4,308.2 4,232.7 1,353.5 2,671.5 121.8 85.9 75.5  75.5

2005 3,864.6 1,484.0 341.0 722.1 79.8 341.1 2,380.6 2,157.1 223.5

2006 3,829.5 1,417.2 301.5 763.3 85.4 267.0 2,412.3 2,181.6 230.7

2007 3,766.2 1,212.4 240.2 622.1 78.0 272.1 2,553.8 2,322.9 230.9

2008 3,780.5 1,170.1 209.1 597.8 78.0 285.2 2,610.4 2,379.9 230.5

2009 3,750.2 1,094.4 170.5 583.5 77.0 263.4 2,655.8 2,413.0 242.8

2010 3,745.6 1,062.9 157.0 545.2 86.0 274.7 2,682.7 2,425.3 257.4

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

なお、｢タ｣国の農村部では畜産業も営まれており、上記農用地に占める採草地と放牧地面積

は非常に大きい。農業主体者別耕地面積（耕地＋永年作物地）でみても、デフカン農場の｢タ｣

国農業に占める重要性は変わらない。 
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表２－18 農業主体者別の耕地面積 
（単位：千 ha） 

年 合計 

農業企業 デフカン農場＋個人 

小計 

コルホ

ーズ、協

同組合 

ソフホ

ーズ 

広域農

業企業 

その他

の農業

企業 

小計 
デフカ

ン農場 

個人経

営 

1991 851.3 805.6 374.3 408.7 9.6 13.0 45.7  45.7

2005 709.0 200.9 75.9 47.6 2.6 74.8 508.1 352.2 155.9

2006 704.2 175.4 65.2 52.5 1.8 55.9 528.8 366.2 162.6

2007 695.2 156.1 54.7 48.3 1.2 51.9 539.1 377.0 162.1

2008 699.8 150.8 51.2 43.3 1.2 55.1 549.0 383.1 165.9

2009 687.3 128.3 35.4 44.9 1.0 47.0 559.0 392.1 166.9

2010 673.0 119.3 31.6 43.5 1.0 43.2 553.7 376.3 177.4

出典：Agriculture of the Republic of Tajikistan, 2011 

 

２－２－３ 貧困農民、小規模農民の課題 

｢タ｣国の農村部では、農業以外に就業機会はほとんどなく、農業への依存度が非常に高い。

それにもかかわらず、低収入のため農業だけでは最低限の生活を維持することができない世

帯が多いのが現状で、ロシアやウクライナなどを中心に海外へ出稼ぎに出ている家族から送

金を受けて生計を立てている家庭が多い。そのため、女性労働への高い依存度がみられ、税

収や各種料金の未納、地域インフラ整備の遅延などの問題の遠因にもなっている。 

また、デフカン農場や個人経営農家は、農業資機材購入のための資金や灌漑水の供給、農

産物の輸送・加工・流通・販売体制、営農技術レベルなどがいずれも不十分、あるいは低水

準にあり、低単位収量と低収入の問題を克服できない状態にある。 

「タ」国政府は、農作物の単位収量増によりデフカン農場の収入増加を実現し、貧困から

の脱却をめざしているが、耕作地を拡大し、農業生産性を上げるために必要となる農業機械

は、前述したように旧ソ連崩壊後は減少の一途をたどっており、著しく不足している。 

また、2009 年度 2KR 農業機械の受益者 14 人（トラクター：11 人、コンバイン：3 人）に

対して現地調査中に行ったヒアリングにおいて、①農業機械の不足、②灌漑用水不足、③資

金不足、などを主要な営農上の問題点として挙げられている。 

 

２－３ 上位計画 

２－３－１ 国家開発戦略（NDS） 

「タ」国では 2005 年、大統領の主導により、国民の生活水準の向上及びミレニアム開発目標

（MDGs）の達成をめざす国家戦略文書「国家開発戦略（National Development Strategy：NDS）

2015」が策定された。この NDS 2015 は、2006 年から 2015 年までの社会経済開発における長期

戦略となっている。同文書は、MDGs 達成にあたってドナー、市民社会が達成度を評価し、国

民の生活レベルを向上させるため、大統領主導により社会経済開発における長期的な目標、優

先順位、方向などを定めている。 

NDS 及び PRS（次項参照）では、さまざまな開発課題が①機能ブロック（経済成長及び社会
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サービス向上のための制度づくり）、②生産ブロック（安定した高度経済成長のための物質的

な基礎の創設）、③社会ブロック（社会サービスの改善）の 3 つの基本ブロックに沿って整理

されており、目標達成に向けた効率化が図られている。農業については、②の生産ブロックに

おいて、農業生産性向上の必要性が述べられており、（i）「タ」国農業において最大の比率を

占める綿花栽培の生産性向上及び債務問題の解決、（ii）農業経営の活性化及び土地利用の平

等・自由の確保、及び（iii）灌漑システムの再構築及び整備、といった事項について触れてい

る。 

 

２－３－２ 第 3 次貧困削減戦略（Poverty Reduction Strategy, 2010-2012） 

政府は国家政策の中心的な課題として貧困削減を掲げており、2002 年 12 月に完成した第 1

次貧困戦略ペーパー（Poverty Reduction Strategy Paper, 2002-2006）の後継書が 2007 年に策定さ

れた第 2 次貧困削減戦略（Poverty Reduction Strategy, 2007-2009）、及び 2010 年に策定された第

3 次貧困削減戦略（Poverty Reduction Strategy, 2010-2012）である。本 PRS は上記 NDS を実現す

るための手段であり、中期的な視点をもって、市場経済の原則に基づき、「タ」国民の経済的

及び社会的な繁栄を享受することを目的としている。PRS では以下の 12 セクターを重視する

内容となっている。 

 

１．機能ブロック 

① 公共管理制度改革 

② マクロ経済開発 

③ 投資環境の改善及び民間セクター面の開発 

④ 地域相互支援と国際経済への統合 

２．生産ブロック 

⑤ 食糧安全保障及び農業分野の開発 

⑥ インフラ、エネルギー及び産業面の開発 

３．社会ブロック 

⑦ 教育制度及び科学技術の開発 

⑧ 医療制度の開発 

⑨ 社会保障制度の改善 

⑩ 飲料水、基礎衛生、住宅及び地方公共サービスへのアクセス拡大 

⑪ 持続的な環境 

⑫ ジェンダーの普及促進 

 

「⑤食糧安全保障及び農業分野の開発」では、以下の 3 項目の重点分野に関して対策が必要

であるとしている。 

・ 全農業セクターにおける効率性向上 

・ 地方農村における企業活動の活性化のための環境整備 

・ 綿花栽培における効率性向上 

・ 土地利用に係る権利の保証 

・ 農業生産と灌漑設備の効率性向上 

・ 適切な栄養摂取の保障 
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２－３－３ 農業開発計画 

農業開発計画として策定された「農業政策コンセプト（The Concept of Agrarian Policy of the 

Republic of Tajikistan）」（2008 年 12 月 31 日、法令 No.658 として承認）では、その目標とし

て「2015 年までに主要食糧による食糧安全保障を達成し、地方農村における農業生産者の所得

水準の向上」が記載されている。本コンセプトは、状況に応じて常に改善され、強制力をもた

ないものとして位置づけられている。 

同書によると、農業セクターの主要課題として以下の事項が挙げられている。 

・低い生活水準（貧困削減） 

・生産のための各種資源の適切な利活用（灌漑農地や低地などの土地資源と水資源） 

・生産物の流通・販売（資金不足や全国に散在している小規模農場） 

 

そして、これらの課題に対する開発の方向性として、土地改革（土地利用に関する明確な規

則、土地移転と登記手続きの簡略化など）、デフカン農場をはじめとする農業生産現場の改善

（営農技術の向上など）、各種関連産業（種苗業界など）の発展、などが指摘されている。な

お、同コンセプトには 2015 年の穀物生産に関する目標にも言及しており、作付面積は 300 千

ha、生産量は 120 万 t（単位収量：4t/ha）とされている。 

 

２－３－４ 本計画と上位計画との整合性 

本計画は、対象 8 作物（コムギ、トウモロコシ、コメ、オオムギ、ジャガイモ、野菜、ライ

ムギ、その他マメ科植物）を栽培するデフカン農場及びその他の農民組織（例えば、生産協同

組合）に対して、リース販売を通じてトラクター及びコンバインを提供し、これら作物の生産

量増加に資するものである。「タ」国では、長期開発政策である NDS、中期目標である PRS

及び農業政策コンセプトのいずれにおいても、食糧安全保障及び農業生産性の向上が重点項目

として取り上げられており、対象国の食糧安全保障及び貧困農民支援を目的とする本計画は、

「タ」国の策定する上位計画と十分に整合性がとれたものであるといえる。 
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第３章 当該国における 2KR の実績、効果、及びヒアリング結果 
 

３－１ 実績 

「タ」国に対する 2KR は、2009 年度（供与額：1.9 億円）供与されているのみである。供与品

目・台数は以下の農業機械である。 

・4WD トラクター：51 台（原産国とメーカー：ベラルーシ MINSK 社製） 

・モルドボードプラウ：51 台（原産国とメーカー：ウクライナ Veles-Agro 社製） 

・コンバイン・ハーベスター：12 台（原産国とメーカー：ロシア Agromach 社製） 

 

３－２ 効果 

３－２－１ 食糧増産面 

2009 年度に供与された農業機械の受益者に対して、タジクアグロリージング公社（RSUE

“Tajikagroleasing”）は増産に係る調査を 2011 年 8 月に行っている。その概要は 2011 年 9 月

14 日に開催された連絡協議会（日本国大使館及び JICA タジキスタン支所が参加）で共有され

ており、以下のとおり記載されている。 

 

生産量の増加 

 2010 年は 2KR 供与農業機械なしで栽培され、2011 年は 2KR 供与農業機械を使用して栽

培・生産されており、供与された農業機械の効果は両者を比較することによって知ることが

できる。2KR 農業機械を供与された農場では、耕起や収穫作業が以前よりも効率的に行われ

たことから、下表に示したように対象作物の単位収量が 25～30%増加し、多いところでは

50%の増加となっている。 

 

Information on productivities 

Name of farm Target crops 
Area of Cultivation 
2010      2011 

Yield of crops, t/ha Increasing yield, % 

Muhsinjon 
(Danghara district) 

Wheat 60 120 2 2,5 25 

Flax 10 10 0,8 1 25 

Chickpea 8 8 0,8 1 25 

Melons 6 6 25 30 20 

Total 84 144    

Emomi Azam 
(Danghara district) 

Wheat 20 30 2,5 3,5 40 

Potatoes 3 4 15 20 33 

Onions 5 6 20 25 25 

Melons 13 14 15 30 50 

Orchards 19 25 -   

Total 60 79    

Ilhom 
(Vose district) 

Wheat 30 49 2,5 3 20 

Vegetables 2 3 30 35 17 

Orchards 3 3 2,5 3 20 

Total 35 55    

Amir 
(Muminobod district) 

Wheat 18 27 1,7 2,5 47 

Orchards 10 15 0,6 1 40 
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 Melons 5 5 - 30 - 

Total 33 47    
 

 

 コンバイン利用農場の総純益増加額は、約 60 万ソモニ（約 12 万ドル）と計算される。 
 

Analysis of combines operation: 

Name of farm Target crop 
Area of Harvest, 

ha 
Net profit, 

TJS 
Total net profit, TJS 

Bobo Rauf (Danghara Disrict) Wheat 158 300 47,400 

Mehr (Vose district) Wheat 200 280 56,000 

Muhsinjon (Danghara district) Wheat 200 300 60,000 

Mirsaidjon (Vose district) Wheat 130 300 39,000 
 
 今後、コメや麻の収穫が行われ、純益はさらに増えて、見返り資金として積み立てられる。

 

農業生産はその年の降水量や温度などの気象条件や土壌条件、灌漑水の有無などのさまざま

な外部要因に影響を受けることから、2KR 農業機械の投入効果のみを定量的に把握することは

困難であるが、上記タジクアグロリージング公社による現地調査結果から、2KR 農業機械の投

入が対象地域の受益者及び地域農業の生産量増大に寄与していると考えられる。 
 

３－２－２ 貧困農民、小規模農民支援面 

タジクアグロリージング公社では、2009 年度に調達された農業機械をリース販売3によって

受益者に配布している。タジクアグロリージング公社よりリース販売されたコンバインと、ト

ラクター及びモルドボールドプラウの受益者リストはそれぞれ表３－１、３－２に示すとおり

である。 
 

表３－１ コンバインの受益者リスト 

 
出典：タジクアグロリージング公社 

                                                        
3 タジクアグロリージング公社にて採用されている農機の販売方式。リース販売とは分割払いによる販売方法で、完済するま
で所有権は移転しない。 

No. Dehkan Frams Districts Responsible Person # Agreement, date Combain Enisey -1200- 1HM

1 DF Mirsaidjon Vose Taghoev F #52   17.11.10 1

2 DF Mehr Vose Rajabov G att. #2   17.11.10 1

3 DF Said Davlatzoda Vose Mahmadulloev B att. #2   17.11.11 1

4 DF Gulbogh Hamadoni Kholmatov I #53   17.11.10 1

5 DF Bahor Hamadoni Valiev N #54   17.11.10 1

6 DF Bobo Rauf Danghara Raufov N #55   17.11.10 1

7 DF Shohboy Danghara Akramov M #56   17.11.10 1

8 DF Muhsinjon Danghara Rahimov M att. #2   17.11.10 1

9 DF Yahyo Yovon Ismonov M #57   17.11.10 1

10 DF Habibullo Vakhsh Qayumov A #58   17.11.10 1

11 DF Kushon Shahrinav Melikov N #59   17.11.10 1

12 DF Faizi Yovon Yovon Qodirov B #60   17.11.10 1

TOTAL 12
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表３－２ トラクター及びモルドボールドプラウの受益者リスト 

 
出典：タジクアグロリージング公社 

No. DFs Districts Person Responsible # Agreement, Date Tractor MTZ-82.1 Plough PVN- 3-35

1 DF Faizali Said Vose Saidov D # 1     05.10.10 1 1

2 DF Abdulloev Vose Urozov A # 5     05.10.10 1 1

3 DF Maruf Vose Jafarov M # 6     05.10.10 1 1

4 DF Mehr Vose Rajabova G #  34  06.10.10 1 1

5 DF Mahmudi Hakim Vose Hakimov I #  35  07.10.10 1 1

6 DF Samandar Vose Quvvatov Kh #  36  07.10.10 1 1

7 DF Said Davlatzoda Vose Mahmadulloev B #  46  07.10.10 1 1

8 MC Bakht-82 Vose Islomav H #  50  19.10.10 1 1

9 DF Ilhom Vose Mamanazarov A #  51  19.10.10 1 1

10 DF Said Nuriddin Temurmalik Khairiddinov Q #  2  05.10.10 1 1

11 MC  Usto Tesha Temurmalik Begmatov A #  7  05.10.10 1 1

12 DF Kamoliddin Temurmalik Amirov D #  8  05.10.10 1 1

13 DF Sufi Danghara Sufiev I #  4  05.10.10 1 1

14 MC Imomi Azam Danghara Azimov R #  10  05.10.10 1 1

15 DF Azim Danghara Azimov S #  11  05.10.10 1 1

16 DF Mehnat Danghara Azimov M #  12  05.10.10 1 1

17 DF Makhsumjon Danghara Rahimov M #  14  05.10.10 1 1

18 DF Sulaymon Danghara Tabarov S #  28  06.10.10 1 1

19 DF Farhod Danghara Qurbonov F #  31  06.10.10 1 1

20 DF Homidin Danghara Akramov H #  41  07.10.10 1 1

21 DF Saadi Kulob Shohmadov Kh #  24  06.10.10 1 1

22 DF Saidamir Kulob Sharipov S #  25  06.10.10 1 1

23 DF Gul Teppa Kulob Sherov K #  27  06.10.10 1 1

24 JSC Hasan Baljuvon Faizov H #  26  06.10.10 1 1

25 DF Rakhsh Baljuvon Kavgov J #  29  06.10.10 1 1

26 DF  Nazrulloi Valiboy Khovaling Murodova R #  33  06.10.10 1 1

27 DF Abdulhafiz Muminobod Sharipov M #  19  05.10.10 1 1

28 MC Amir Muminobod Amirov I #  32  06.10.10 1 1

29 MC Chordara Hamadoni Rajabov A #  18  05.10.10 1 1

30 DF Mansuri Faizullo Hamadoni Amirshoev F #  44  07.10.10 1 1

31 DF Sipehr Shurobod Davlatov R #  21  05.10.10 1 1

32 DF Said Shurobod Asrorov S #  49  18.10.10 1 1

33 DF Asadulloi Soqi Yovon Soqiev K #  15  05.10.10 1 1

34 DF Temurmalik Yovon Qudratov M #  20  05.10.10 1 1

35 DF Hoji Nazar Kubodiyon Davlatov S #  40  07.10.10 1 1

36 DF Shahrom A Jomi Davlatova D #  16  05.10.10 1 1

37 DF  Sayod A Jomi Qurbonov T #  22  05.10.10 1 1

38 MC Balkh Bokhtar Muhsiddinova P #  30  06.10.10 1 1

39 MC Somon Bokhtar Jobirov N #  47  12.10.10 1 1

40 LLC Sherkuzi Sharitus Qurbonov A #  38  07.10.10 1 1

41 DF Safarali Sharitus Saialiev M #  45  07.10.10 1 1

42 DF Temurmalik Norak Sangov F #  48  14.10.10 1 1

43 DF Bobur Ghonchi Abdulloev T #  3  05.10.10 1 1

44 Df Bakht Ghonchi Raziev R # 37  07.10.10 1 1

45 DF Abdusalom Vahdat Nazarov A #  9  05.10.10 1 1

46 DF Shahrzod Rudaki Rahimov S #  23  05.10.10 1 1

47 DF Guli Zindon Faizobod Komilov U #  13  05.10.10 1 1

48 DF Kishovarz-2007 Hisor Boev A #  39  07.10.10 1 1

49 DF Jovid Hisor Asoev J #  43  07.10.10 1 1

50 DF Boboi Safar Varzob Nuraliev K #  42  07.10.10 1 1

51 DF Rustamjon Tojikobod Isroilov #  17  05.10.10 1 1

TOTAL 51 51
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また、現地調査期間中に 2009 年度 2KR 受益者 14 人を訪問し、インタビュー調査を実施した。

受益者全体（トラクター51 人＋コンバイン 12 人＝合計 63 人、うち 3 人は重複）の 23.3%（14/60）

のみのサンプル数であるが、規模の大きなデフカン農場（100 人で構成あるいは所有農地面積

123ha）から小さなデフカン農場（4 人で構成あるいは所有農地面積 3ha）までさまざまなタイ

プのデフカン農場が対象となっており、配布は大規模なデフカン農場のみに偏って配布されて

いるようなことはなかった。 

 

表３－３ 2009 年度 2KR 受益デフカン農場の規模データ 

 
出典：JICA 調査団によるインタビュー調査 

 

また、リース販売されたトラクターとコンバインの両農業機械とも、賃貸し・賃刈りサービ

スによって当該デフカン農場周辺の多くのデフカン農場で利用されていた。なお、周辺農場へ

の貸し出し価格は、各地域の市場価格あるいは農業機械サービスセンターの貸し出しサービス

と同額、もしくはいくらか低めの設定となっていた。受益者のなかには、資金力のない貧困農

場・農家に対してはサービス料を請求せず、燃料費の実費のみで 2KR 農業機械を貸し出してい

るデフカン農場や、周辺に住む社会的弱者（身体障害者や内戦の傷痍軍人）に対して収穫した

農作物を無料で配布しているケースもみられた。 

また、2KR による農業機械供与プロジェクトのことを知った経緯を尋ねたところ、多くの回

答者はテレビによる広報で知ったとのこと。なかにはバスに乗り合わせた隣の乗客から聞いた

人もおり、恣意的な選定の可能性は低く、公平性が保たれていることがうかがえた。 

なお、タジクアグロリージング公社が作成した 2KR 農業機械の受益デフカン農場選定基準は

以下のとおりで、これらの申請書類をタジクアグロリージング公社が精査・検討して受益者を

選定している。第 2 項目及び第 3 項目に関しては、リース販売を行っている同公社にとって不

供与

No. 農機種類 州 郡 Jamoat 構成員 農地面積 備考 一人当り

(人) （ha） 農地面積

1 コンバイン ハトロン Hamadoni Dashti Gulo 100 60 0.60

2 トラクター ハトロン Hamadoni Dashti Gulo 21 11 0.52

3 トラクター ハトロン Hamadoni Chubek 60 123 100haは天水畑 2.05

4 コンバイン ハトロン Hamadoni Chubek 60 80 1.33

5 トラクター ハトロン Kulyab Zarbdor 8 5.1 0.64

6 トラクター ハトロン Kulyab Ziraki 12 6
2haは山間部で

スイカ栽培
0.50

7 トラクター ハトロン Khovaling Khovaling 6 14 2.33

8 トラクター ハトロン Baljuvon Baljuvon 4 14 3.50

9 トラクター 政府直轄 Rudaki Sharaf 10 25 他に25haの天水

畑
2.50

10 トラクター 政府直轄 Hisor Shurob 8 3 0.38

11 トラクター 政府直轄 Hisor Guriyod 20 26 1.30

12 コンバイン ハトロン Danghara Lolazo 20 80 4.00

13 トラクター ハトロン Danghara Lolazo 60 75 1.25

14 トラクター ハトロン Danghara Lolazo 20 50 2.50

地域データ 農場データ



－28－ 

可欠であり、確実な見返り資金積立を考慮していると考えられる。 

 

 
 

このように、タジクアグリージング公社が通常業務として実施しているリース販売制度にの

っとって 2KR 農業機械を供与されたデフカン農場は非常に多様であり、多くの小規模農民と貧

困農民が裨益していた。さらに、受益デフカン農場は当該農場内で利活用するとともに、利用

時間外は周辺デフカン農場へ貸し出しサービスも行っており、直接的に当該農場、また間接的

には周辺デフカン農家の生産増大に寄与しており、2KR 農業機械が地域農業の発展に大きく貢

献していると考えられた。 

 

３－３ ヒアリング結果 

３－３－１ 裨益効果の確認 

「３－２－１（効果）食糧増産面」に記載したとおり、2009 年度 2KR で調達された農業機

械を利用することによって、単位収量が 17～50%増加することがタジクアグロリージング公社

の調査によって確認された。また、調査団が実施したインタビュー調査でも、2KR 供与トラク

ターの使用を始めた 2011 年から食糧自給を達成したデフカン農場や、「2KR で供与された農

業機械が村に入った初めてのトラクターであり、村落内の 100 余りのデフカン農場で利用して

いる」と回答したデフカン農場もあり、その裨益効果は非常に大きいと考えられる。 

 

３－３－２ ニーズの確認 

「タ」国では旧ソ連崩壊後、ソ連から供給されていた農業機械の供給が停止されたため、深

刻な供給不足に陥った。また、民間による販売・流通体制もなかったため、ソ連崩壊後は「タ」

国における農業機械の更新・新規投入はほとんどない。したがって、旧ソ連時代に導入された

古いトラクターやコンバインの部品は既に稼働しなくなった農業機械から取り外して修理・維

持管理に使用しているのが現状であり、トラクター及びコンバインとも稼働台数が減少の一途

をたどっている状況は、「２－１－５（農業セクターの現状と課題）農業セクターの課題」で

記載したとおりである。 

現地調査中に調査団が実施したインタビュー調査によると、回答者のほぼすべてが 2KR によ

2KR 受益者選定基準 

１．土地所有証明書 

２．債務の有無： 

・税務署 
・銀行 
・その他の組織 

３．返済能力（財務状況） 

４．技術基準に従って農機の維持管理能力の有無 

５．周辺の貧困農民に対して優遇条件で機械サービスを提供する能力 

６．デフカン農場構成員の生活レベル（貧困層かどうか） 

７．居住している郡における農機の不足状況 

８．資格適格者多数の場合は、先着順 



－29－ 

る農業機械の供与に深い感謝の言葉を発しており、トラクター、コンバインのいずれの農業機

械もニーズが非常に高いことが確認された。また、回答者 14 人中、8 人は農業機械の不足を主

要な営農上の問題点として指摘しており、農業機械に対するニーズは依然として高いといえ

る。 

また、タジクアグロリージング公社では、これまでに積み立てられた見返り資金（2011 年 10

月 6 日時点で 1,596,861 ソモニ、38.2%の積立率）の一部を使って 12 台のトラクターとプラウ

を購入し（総額 1,125,699 ソモニ）、2011 年 3～4 月に既にリース販売先となる受益者へ配布し

ている。このように、見返り資金活用プロジェクトでも、本体事業同様にトラクターとプラウ

をリース販売しており、農業機械に対するニーズは依然として高いレベルにある。 

 

３－３－３ 課題 

タジクアグロリージング公社は、現在、全国 30 カ所に農業機械サービスセンターを所有して

おり、163 台のトラクターやその他の農業機械でデフカン農場向けに賃貸しサービスなどを提

供している。これらの農機の修理は各センターに所属するオペレーター兼メカニックにより行

われているが、必要となるスペアパーツはタジクアグロリージング公社本部にその都度申請し

て入手する制度となっている。各センターに配布され農業機械サービスの提供に活用されてい

る農業機械については、直接農業機械サービスセンターにて維持管理が行われるが、デフカン

農家にリース販売された農機の修理や維持管理については、購入者の責任において行われる仕

組みとなっている。 

現地調査中に農業機械を取り扱うディーラー3 社（Agrotech service、Madadi Tursunzoda、State 

Unitary Enterprize“Madad”社）を訪問したが、いずれのディーラーも旧ソ連諸国製の農業機械

に対する維持管理業務に精通しており、これらのディーラーは修理や維持管理業務を任せられ

るレベルにあると考えられた。しかし、いずれのディーラーも都市部から離れた地方農村部に

多くの支店や修理ワークショップを展開しているわけではなく、その管轄範囲は限られている。 

2009 年度 2KR が実施され、農業機械が導入されたが、導入されたトラクターやコンバイン

が農場で使用され始めたのはここ 1 年以内の話であり、今後、使用年数の経過とともに発生す

ると思われる故障や部品交換、維持管理などの問題に対して、適切な維持管理体制を構築でき

るかが課題になると考えられる。体制整備にはタジクアグロリージング公社の既存農業機械サ

ービスセンターの利活用とともに、民間ディーラーの活用も考慮すべきであり、両者の長所を

うまく取り入れた維持管理体制が整備されることが望ましい。 
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第４章 案件概要 
 

４－１ 目標及び期待される効果 

「タ」国の農業セクターは、GDP の約 19%（2010 年）を占め、経済の最重要セクターのひと

つとなっており、「タ」国政府は国家開発戦略（2006～2015 年）及び貧困削減戦略（2010～2012

年）を策定し、農業の持続的発展、食糧安全保障の強化及び地方住民の所得向上を目標として各

種施策の推進に取り組んでいる。 

また、「タ」国は国土の半分が標高 3,000m 以上にあり、農耕期間に雨が極端に少ないことな

ど、その苛酷な自然条件から耕作可能面積は国土全体の 7％にすぎないが、国全体で 53.5％とさ

れる貧困層（基本的な家庭用品価額に基づいて 1 人当たり消費から算定した貧困率）の大半が地

方農村部に居住し、農業に依存している。さらに、アルミニウムに次ぐ輸出品目である綿花の栽

培が依然として行われており、国としての食糧安全保障は極めて厳しい状況にある。加えて、旧

ソ連時代に建設され老朽化した灌漑施設や、耐用年数を超えた農業機械が農業生産性の向上にと

って大きな阻害要因になっている。現在、不足するコムギなどの農産物は輸入により賄われてい

るが、食用作物の生産性向上は「タ」国にとって喫緊の課題となっている。 

本案件では、「タ」国に不足しているトラクターなどの農業機械を調達し、実施機関であるタ

ジクアグロリージング公社が行っているリース販売制度を通じてデフカン農場とその他の農民に

供与することを計画している。2009 年度に供与された農業機械は周辺地域のデフカン農場などに

レンタルサービス（賃耕、賃刈）されていることが確認され、地域農業の生産性向上に貢献して

いる。なお、対象地域の選定にあたっては、貧困削減の観点から 2009 年度の対象地域（政府直轄

州、ハトロン州）に最も貧困率の高いソグド州を加えているが、対象作物は食用作物（コムギ、

トウモロコシ、コメ、オオムギ、ジャガイモ、野菜、ライムギ、その他マメ科植物）である。こ

れは上記の国家開発戦略（2006～2015 年）や貧困削減戦略（2010～2012 年）などの上位計画とも

合致している。 

 

４－２ 実施機関 

４－２－１ 組織・人員 

2KR の実施にかかわる責任機関はタジクアグロリージング公社である。同社は 2009 年度 2KR

調達農業機械（トラクターとモルドボールドプラウは 2010 年 9 月 24 日、コンバイン・ハーベ

スターは同年 11 月 11 日及び 26 日にドゥシャンベ到着）のリース販売を行っており、公募情報

の提供、デフカン農場選定、農業機械の配布、販売後のモニタリング、見返り資金の回収・管

理・監査、同資金の使用等、同社が一貫して実施を担当している。これまで同社は、コミッテ

ィを 2011 年 2 月 22 日に、また連絡協議会を 2011 年 9 月 14 日に、それぞれ開催しており、供

与された農業機械の配布状況、見返り資金の積立状況、広報実施状況などについて日本側に報

告している。 

2KR の担当部署は調査／分析／技術開発・サービス部と財務会計／事業開発部で、直接担当

者は両部を担当する副社長である（図４－１参照）。同社は 2007 年 11 月 30 日付け大統領令（第

597 号）により設立された組織で、法定資本金は 800 万ソモニ、本部は首都ドゥシャンベに位

置し、2011 年 11 月現在で 43 人のスタッフを抱えている。また、全国 4 州（ゴルノ・バダフシ

ャン自治州、ハトロン州、ソグド州、政府直轄州）に支社があり、各支社の傘下に 30 カ所の農



－31－ 

業機械サービスセンターを有している。各センターには平均 5.4 台のトラクター（最小 4 台か

ら最大 16 台で、契約オペレーター付き）、プラウなどの作業機があり、予算の制約はあるもの

の同公社は今後も各地方のニーズに応じてセンターの増設・拡充を考えている。 

 

 
出典：タジクアグロリージング公社 

図４－１ タジクアグロリージング公社の組織図 

 

同公社の設立趣意書（The Charter）に記載されている主な活動目的は以下のとおりである。 

① デフカン農家、農民組織等を対象に農機（トラクター、コンバイン等）のリース販売等

を実施するための農機の調達。 

② 農家のオーナーシップを涵養するため全国に農業機械サービスセンターを設置するこ

と。また、その他農機のリース販売に関連した各種サービスの実施。 

③ 農機及びスペアパーツのリース販売等に関する市場調査。 

④ 農機及びスペアパーツのリース販売に関する外国機関との協力。 

⑤ 業務遂行に必要となる輸出及び輸入業務。 

 

毎年国から受け取った予算と、農業機械（2KR 調達機材を除く）サービスや農業資材販売収

入を使ってこれらの活動を実施している。 

 

４－２－２ 予算 

同公社の予算額は表４－１のとおりである。 
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表４－１ タジクアグロリージング公社の予算額 
（単位：ソモニ） 

年 2008 2009 2010 2011 

国からの補助金 8,000,000 3,500,000 3,500,000 6,500,000 

自己調達予算 2,811,260 4,135,600 7,516,800 7,894,400 

計 10,811,260 7,635,600 11,016,800 14,394,400 

注）2011 年データは 9 月まで 

出典：タジクアグロリージング公社 

 

タジクアグロリージング公社設立時に政府から補助金が 800 万ソモニ拠出され、主として農

業機械の購入費、事務所維持費などの諸経費に活用された。その後、補助金額は 350 万ソモニ

に減額となったが、2011 年には再び増加している。また、同公社の収支状況データの入手は直

近 2 年間に限られたが、収入と支出はほぼ均衡している。 

 

表４－２ タジクアグロリージング公社の収支状況 
（単位：ソモニ） 

年 

収入 支出 

国からの

補助金 

リース 

販売代金 

農機セン

ター収入
雑収入 計 

農業機械

調達費 

その他の

支出 
計 

2010 3,500,000 6,396,595 1,056,410 63,795 11,016,800 8,605,609 2,411,191 11,016,800

2011 6,500,000 6,662,658 1,202,524 29,218 14,394,400 13,171,992 1,222,408 14,394,400

注）2011 年データは 9 月まで 

出典：タジクアグロリージング公社 

 

４－３ 要請内容及びその妥当性 

４－３－１ 対象作物 

本計画における対象作物はコムギ、トウモロコシ、コメ、オオムギ、ジャガイモ、野菜、ラ

イムギ及びその他マメ科植物の 8 つの食用作物である。 

当初要請では 10 作物（コムギ、トウモロコシ、コメ、オオムギ、その他マメ科植物、油料作

物、ジャガイモ、野菜、メロン及びヒョウタン、飼料作物）が対象とされていたが、食用作物

でない油料作物、飼料作物とメロン及びヒョウタンの 3 作物を除外し、ライムギを追加するこ

とでタジクアグロリージング公社と合意した。2009 年度 2KR 実施時の対象作物はコムギ、ト

ウモロコシ、コメ、オオムギ、ジャガイモ、野菜の 6 作物であったことから、本計画はこれら

6 作物にライムギおよびその他マメ科植物が追加されたことになる。 

これらの作物は、いずれも｢タ｣国民にとって主要な食糧であり、2KR の対象作物として妥当

と考えられる。 

 

４－３－２ 対象地域及びターゲットグループ 

（１）対象地域 

対象地域はハトロン州、政府直轄州、ソグド州の 3 州である。これらの州は上記対象作

物が広く栽培されていること（3 州に共通）や貧困率が相対的に高いこと（ソグド州が該
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No.   USD  USD
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表４－５ 農業機械の全台数・不足台数（ハトロン州） 

No 品目 
標準必要台数 

（1,000ha 当たり）

作付面積

（ha） 

標準 

必要台数

現存 

全台数 

稼働 

台数 

不足 

台数 

1. Tractor, all: 43.72 309,770 13,543 6,160 3,782 7,383 

 including: 

- for ploughing 

 

16.64 

 

309,770 

 

5,154 

 

1,153 

 

680 

 

4,001 

 - universal 27.08 309,770 8,389 5,007 3,102 3,382 

2. Tractor trailer 25.3 309,770 7,837 3,012 1,943 4,825 

3. Plough 14.43 309,770 4,469 1,423 1,036 3,046 

4. Grain seeder 7.7 140,500 1,082 219 126 863 

5. Grain combine 7.72 140,500 1,084 225 120 859 

6. Cultivator 16.93 134,705 2,280 1,589 1,018 691 

7. Tractor mower 5.86 17,061 100 162 73  

8. Baler 6.25 17,061 106 53 23 53 

9. Forage crops combine 15.32 10,576 162 76 24 86 

10. Potato planter 22.5 3,105 70 2 2 68 

11. Potato digger 17.03 3,105 53 2 2 51 

出典：タジクアグロリージング公社 

 

表４－６ 農業機械の全台数・不足台数（政府直轄州） 

No 品目 
標準必要台数 

（1,000ha 当たり）

作付面積

（ha） 

標準 

必要台数

現存 

全台数 

稼働 

台数 

不足 

台数 

1. Tractor, all: 43.72 99,000 4,328 1,417 837 2,911 

 including: 

- for ploughing 

 

16.64 

 

99,000 

 

1,647 

 

326 

 

163 

 

1,321 

 - universal 27.08 99,000 2,680 1,092 574 1,589 

2. Tractor trailer 25.3 99,000 2,504 854 556 1,650 

3. Plough 14.43 99,000 1,428 487 353 941 

4. Grain seeder 7.7 60,842 468 93 54 375 

5. Grain combine 7.72 60,842 469 100 42 369 

6. Cultivator 16.93 32,822 555 346 211 209 

7. Tractor mower 5.86 5,338 81 72 39 9 

8. Baler 6.25 5,338 72 45 20 27 

9. Forage crops combine 15.32 5,338 81 49 33 32 

10. Potato planter 22.5 4,082 91 0 0 91 

11. Potato digger 17.03 4,082 69 8 3 61 

出典：タジクアグロリージング公社 
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表４－７ 農業機械の全台数・不足台数（ソグド州） 

No 品目 
標準必要台数 

（1,000ha 当たり）

作付面積

（ha） 

標準 

必要台数

現存 

全台数 

稼働 

台数 

不足 

台数 

1. Tractor, all: 43.72 228,858 10,006 6,121 4,303 3,885 

 including: 

- for ploughing 

 

16.64 

 

228,858 

 

3,808 

 

1,225 

 

858 

 

2,583 

 - universal 27.08 228,858 6,198 4,896 3,445 1,302 

2. Tractor trailer 25.3 228,858 5,790 3,204 2,267 2,586 

3. Plough 14.43 228,858 3,302 1,547 1,178 1,755 

4. Grain seeder 7.7 101,582 782 295 197 487 

5. Grain combine 7.72 101,582 784 281 191 503 

6. Cultivator 16.93 69,260 1,172 1,687 1,297  

7. Tractor mower 5.86 16,604 97 251 158  

8. Baler 6.25 16,604 103 137 85  

9. Forage crops combine 15.32 38,095 583 121 72 462 

10. Potato planter 22.5 4,926 111 0 0 111 

11. Potato digger 17.03 4,926 83 4 3 79 

出典：タジクアグロリージング公社 

 

４－３－４ スケジュール案 

図４－３に「タ」国の主な作物の農業カレンダーを示す。「タ」国全体としては、5 月下旬

から 10 月下旬が収穫期に当たり、それ以外の時期に耕起、播種を行っている〔冬期（12 月か

ら 1 月）を除く〕。 

トラクターに求められる役割は主に耕起、運搬であるが、すべての対象作物でそれらの作業

は必要とされ、また作業時期は作物ごとに少しずつずれているため、トラクターの需要は年間

を通じて高い。したがって、トラクターは到着がどの時期であれ、到着次第直ちに使用される

ことが予想できる。 

一方、コンバインについては、その役割が穀物の収穫、脱穀に特化しており、「タ」国の主

要穀物（コムギ、オオムギ）の収穫期が 5 月下旬から 8 月下旬までの約 3 カ月間とされている

ため、収穫が始まる 5 月下旬までに現地に到着することが望ましい。しかし、この時期に間に

合わない場合でも、できるだけ早期の到着を希望する旨、タジクアグロリーシング公社から要

望があった。これは、収穫期間が 8 月末までのため、それまでに到着すれば、コンバインによ

る効率的な刈り取りが可能となるためである。なお、上記の時期に間に合わない場合でも圧倒

的に農業機械が不足している「タ」国の現状から、調達された機材は農家に歓迎され、有効に

活用されるとの声が「タ」国側からは数多く聞かれた。 

ちなみに、本計画において入札に要する時間としては、調達代理契約締結後に入札公示、入

札会、入札評価、契約締結を経て、製造、輸送、到着という手順となるため、調達代理契約か

ら現地到着までは 6～7 カ月程度かかることが見込まれる。 
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出典：農業省、タジクアグロリージング公社 

図４－３ 農業カレンダー 

 

４－３－５ 調達先国 

「タ」国はソ連より 1991 年に独立した国であるため、同国の社会構造や経済構造にはソ連の

影響が色濃く残っており、「タ」国における農業機械の市場や利用状況も例外ではない。 

具体的には、「タ」国の 2010 年の農業機械輸入実績を確認すると、トラクターについては全

輸入台数 397 台のうち、378 台（95.2％）が旧ソ連の国々からの輸入であり、ほかは中国、イ

ンドで 5％弱を占めるのみで、DAC（開発援助委員会）諸国の製品の輸入実績は確認できなか

った。コンバインについては、全輸入台数 23 台のうち国籍不明が 3 台あるため DAC 諸国の製

品が輸入されている可能性は完全には否定できないが、18 台（78.3％）がロシアからの輸入で

あった（表４－８参照）。 

 

表４－８ 原産国別農業機械輸入実績（2010 年） 

＜トラクター＞    ＜コンバイン＞   

原産国 台数 割合  原産国 台数 割合 

ベラルーシ、ウクライナ、

ロシア、キルギス、カザフ

スタン 

378 95.2％  ロシア 18 78.3％

中国 17 4.3％  イラン 2 8.7％

インド 2 0.5％  不明 3 13.0％

合計 397 100.0％  合計 23 100.0％

出典：Head of State agrimachinery technical surveillance 
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加えて、MTC や農家調査でのヒアリング調査でも、旧ソ連圏の製品の普及度が他国産に比べ

著しく高いことが確認できた。農業機械の部品小売店が並ぶマーケットを訪問したところ、ス

ペアパーツの市場流通量も同様に旧ソ連圏産が圧倒的な比率であり、DAC 諸国の製品は確認で

きなかった。 

また、「タ」国の農業機械の輸入・販売の大半を手がける 4 組織4からヒアリングしたところ、

上の記述を裏づける以下の情報が得られた。 

① 「タ」国で現在使用されている農業機械の 90％以上が旧ソ連圏にて製造された製品（表

４－８でも確認できる）。 

② 一部中国製も出回り始めたが、耐久性・信頼性に疑問がある。 

③ DAC 諸国の製品は高品質であると認識しているが、高価格であり、現在のところ旧ソ連

圏・中国の製品に比べ市場競争力が低い。また、スペアパーツの供給や修理・点検等の維

持管理を行うディーラーが国内に存在しない5。 

④ また、DAC 諸国の農業機械のスペアパーツ価格は、旧ソ連諸国の製品に比べ 3 倍以上と

なっているため、仮にタジキスタンの農家・農場が本体を入手できたとしてもスペアパー

ツが購入できず農業そのものが継続できなくなる可能性が高い。 

 

また、旧ソ連圏の製品は、これまでに大きなモデルチェンジが行われていないことから、コ

ルホーズ・ソフホーズ時代の維持管理技術がそのまま継承できるメリットもある。上記４つの

農業機械取扱業者も故障時の対応を行うが、デフカン農場の構成員のなかに当時のエンジニア

がいることが多く、簡単な修理であれば、デフカン農場内で対応できるとのこと。DAC 諸国の

製品は高度な技術を利用しているため、簡単な修理もできずに、供与した農業機械が「宝の持

ち腐れ」となる可能性をもはらんでいる。 

なお、今回タジクアグロリージング公社が希望しているのは、トラクター、コンバイン、プ

ラウの 3 種であり、希望仕様も 2009 年度と同じである。同年度に納入されたトラクター、コン

バイン、プラウはいずれも旧ソ連圏の製品であるが、14 農場で確認したところ、すべての機材

が問題なく利用されており、信頼性の点でも懸案となる事例は見当たらなかった。 

タジクアグロリージング公社も、「タ」国における維持管理環境や経済性の観点から、現在

同国で広く普及している旧ソ連圏で製造された製品を希望している。調達予定の農業機械（ト

ラクター、コンバイン、プラウ）の希望モデル名、仕様、原産国を確認したところ、同公社の

希望どおりに原産国を絞っても複数メーカーは参入可能であり、入札における競争性は十分成

立することが確認できた。 

これらの事情と要望にかんがみ、原産国については、タジクアグロリージング公社の希望す

るベラルーシ、カザフスタン、キルギス、ロシア、ウクライナの 5 カ国とすることが妥当と考

えられる。 

 

  

                                                        
4 AGROTECHSERVICE、Madadi Tursunzoda、SUE“MADAD”、RSUE“Tajikagroleasing”の 4 組織にて 2010 年のトラクター
輸入実績 397 台中 366 台（92.2％）を扱う。残り 31 台は中小の輸入代行業者や個人による輸入。 

5 AGROTECHSERVICE は 2009 年から米国農業機械メーカー（ジョンディア社）から代理店契約の打診を受けているが、経済
合理性が低いとの判断から同契約を締結するに至っていない由。 
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４－４ 実施体制及びその妥当性 

４－４－１ 配布・販売方法・活用計画 

2009 年に実施された 2KR では、当初リース販売とレンタルサービスの両方式を組み合せて

農業機械を販売・利活用する予定であったが（リース販売：レンタルサービス＝8：2）、実際

にはすべての農業機械がリース販売された。その理由として、タジクアグロリージング公社は

運営しているレンタルサービスの低い採算性を指摘している。同公社の資料によると、全国 30

カ所の農業機械サービスセンターにおけるトラクター1 台当たりの平均年間収入額は 8,900 ソ

モニ（最小金額は 3,000 ソモニの Roshtqala 郡、最大金額は 35,000 ソモニの Murghob 郡。なお

Murghob 郡は 2011 年に新設された。）にとどまっており、加えて農業機械の維持管理費等の費

用が別途必要となっている。このレンタルサービスの低収入状況や確実な見返り資金積立の観

点から、タジクアグロリージング公社はリース販売の方が望ましいと判断し、2KR 調達農業機

械をリース販売することとした。なお、販売対象デフカン農場／生産者の選定方法は「３－２

－２（効果）貧困農民、小規模農民支援面」で述べたとおりである。 

また、2009 年度の 2KR では、農業機械購入デフカン農場／生産者は頭金として販売金額（FOB

価格の 50%が販売金額とされている。）の約 30%を支払った後に農業機械を受領し、同機械を

利活用しつつ残金を適宜返済する販売方法をとっている。なお、支払期間はトラクターが 3 年、

コンバインが 4 年とされているが、インタビュー結果によると金銭的に余裕のできたデフカン

農場／生産者は前倒しで支払いをしている。所有権は販売代金を完済するまではタジクアグロ

リージング公社が有しており、受益デフカン農場／生産者へ農業機械の所有権が移転されるの

は完済した後である。この販売方法で、後述するようにこれまで見返り資金は順調に積み上が

っており、2011 年度 2KR においてもタジクアグロリージング公社は同様の販売方法とする予

定である。 

なお、調達された農業機械の利活用は、購入したデフカン農場／生産者の裁量に任されてい

るが、「３－２－２（効果）貧困農民、小規模農民支援面」で述べたように、周辺デフカン農

場／農家にも広く貸出されており、1 台当たり受益者の範囲は広い。例えば、調達されたコン

バインの 1 台は周辺 70 農場に市場価格の半額の価格で収穫サービスを提供しており、この 2KR

コンバインの裨益者はリース購入したデフカン農場にとどまらない。2011 年度 2KR 農業機械

も同様にリース購入デフカン農場／生産者を起点に周辺農場で広く利活用されることが想定さ

れている。 

 

４－４－２ 技術支援の必要性 

｢タ｣国では旧ソ連崩壊まで、中央政府の指令の下、コルホーズやソフホーズで機械化農業が

実施されてきており、今でも旧ソ連圏の農業機械が広く流通している。｢タ｣国独立後にこれら

の農場で働いていたオペレーターやメカニックの多くはデフカン農場の構成員となっている場

合が多く、インタビュー調査でも多くのデフカン農場が通常のメンテナンスと修理は自分たち

で対応可能と回答している。要請機材はいずれも｢タ｣国で広く普及している機種であり、タジ

クアグロリージング公社からも技術支援の要請はなかったことから、旧ソ連圏諸国産の農業機

械が導入される場合は、技術支援の必要性はないと判断される。 
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４－４－３ 他ドナー・技術協力等との連携を通じたより効果的な貧困農民支援の可能性 

（１）わが国の他の援助スキーム及び技術協力プログラムとの連携の可能性 

｢タ｣国では、技術協力プロジェクトである「営農指導体制向上プロジェクト」がハトロ

ン州と政府直轄州を対象に 2010 年 3 月 1 日に開始され、完了は 2013 年 2 月 28 日が予定

されている。同プロジェクトのプロジェクト目標は「全国デフカン農場協会及び対象地方

デフカン農場協会による営農サービスが向上する。」で、成果は「１．デフカン農場協会

に対する農業関連機関からの支援が強化される。」及び「２．デフカン農場協会のデフカ

ン農場を支援する能力が強化される。」である。 

同プロジェクトでは、活動の一環として 2010 年 12 月に 9 種類 14 台の農業機械が全国デ

フカン農場協会を通して 3 つのパイロットデフカン農場協会に配置され、農業機械が不足

している会員のデフカン農家へ貸し出されている。これは、現場での最大の問題点として

「機械不足」が挙げられたことなどから実施されている。今後、同プロジェクトと 2KR と

の連携の可能性も考えられるが、2KR 受益者は農村部の各郡に広く点在しており、現時点

で連携活動はないことから、今後の検討課題である。 

 

（２）国際機関、NGO のプロジェクトとの連携の可能性 

農業分野で活動する他ドナーについては、現在のところ 2KR と連携したプロジェクトは

ない。世銀や FAO、WFP、EU、USAID、SIDA、GIZ、DFID 等のドナーが農業分野で支援

を行っており、営農指導や農産物加工・販売、マイクロ・クレジットやリース事業提供な

どを行っている。灌漑・排水施設整備は費用がかさむことや水利用組合の組織化の課題が

あることなどから支援が遅れている。 

NGO について、「タ」国で農業機械に関連した活動を行っている NGO は確認できなか

った。しかし、聞き取り調査を行った米国の NGO「Mercy Corps」は郡よりさらに下のレ

ベルの地方自治体（Jamoat）関係者と連携しつつ、デモ・ファームにおけるベストプラク

ティスの展示や農業資機材店の設立、農民レベルの能力開発活動等を行っており、2KR に

よる農業機械配布後の受益者に対する技術指導などの点で 2KR と協力することも可能と

の意見を述べており、今後、連携も視野に入れた具体的な協議も可能と考えられる。 

 

４－４－４ 見返り資金の管理体制 

見返り資金の管理機関はタジクアグロリージング公社である。タジクアグロリージング公社

は、積み立て状況を毎月取りまとめ、監督官庁である大統領府へ報告している。 

「タ」国の見返り資金積立体制は、図４－４に示すとおりである。農業機械購入者を決定し

た後、同公社は購入者とリース販売契約を締結し、購入者は同契約に基づき見返り資金積立口

座（タジクアグロリージング公社名義の銀行口座）に代金を振り込むことになっている。 

支払いを完了するまでの期限は、農業機械ごとに定められており、プラウは 2 年以内、トラ

クターは 3 年以内、コンバインは 4 年以内となっている。 
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図４−４ 「タ」国における見返り資金積み立てシステム 

 

また、振込額は、前払い金としてリース販売額の 10％以上、以降は残金を毎月支払うのが基

本である。しかし、2009 年度案件の農業機械は、2010 年 9 月から 11 月に配布され、購入者が

農業収入を見込める収穫期までには数カ月ある状態であったことから、タジクアグロリージン

グ公社は（収入が得られると予想される月までの月数分を）前払い金と合わせて振り込むこと

を奨励し、すべての購入者はこの奨励に従ったという。 

ちなみに、支払いが何ら通知のないまま 2 カ月以上遅延した場合、タジクアグロリージング

公社は農場から農業機械を取り上げることができる権利を有するとのことである。支払いが遅

延する場合は、購入者はタジクアグロリージング公社に対し、遅延理由を記した書面を提出す

る必要がある。同公社内にある見返り資金積立確認委員会は、遅延理由の検証を行ったうえで

同公社の社長に報告を行い、社長が購入者に対する対応を決定する。また、タジクアグロリー

ジング公社の支店（各州に 1 支店が所在）が農場に出向き、書面に記載された遅延理由の真偽

等につき確認し、本部に報告することになっている。 
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（１）見返り資金の積立状況 

2011 年 10 月 6 日時点で、積立義務額 4,179,654 ソモニに対して、1,596,861 ソモニが積

み立てられている（積立率 38.2％）。 

積立義務額は、販売額に台数を乗ずる以下の計算式より算出した。なお、これは FOB 価

格の 57.7％に相当する。 

42,070 ソモニ×51 台（トラクター）＋2,364 ソモニ×51 台（プラウ）＋159,460 ソモニ×

12 台（コンバイン）=4,179,654 ソモニ 

 

農業機械購入農場ごとの積立率を確認したところ、2011 年 10 月 6 日現在、30％未満は 3

農場（5.0％）、30％以上 40％未満は 35 農場（58.3％）、40％以上の積立を達成している農

場が 22 カ所（36.7％）である。積立率が 30％未満の 3 農場はいずれもコンバインの購入

農場であり、積立期限が 4 年であることを考慮すれば、支払いが遅延しているともいえな

い状況であり（積立期限は、トラクターが 3 年、プラウは 2 年）、全体的にも良好な積立

状況といえる。 

タジクアグロリージング公社に確認したところ農業機械購入農場は毎月見返り資金口座

に積み立てることになっているものの、実際には農業収入のない 2011 年 1 月、2 月は積み

立てられた実績はない。 
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（２）見返り資金使用プロジェクト 

これまでに積み立てられた見返り資金（2011 年 10 月 6 日時点で 1,596,861 ソモニ、38.2％

の積立率）を使って、12 台のトラクターとプラウが購入され（総額 1,125,699 ソモニ）、既

にリース販売先となる受益者へ配布されている。その結果、2011 年 10 月 6 日現在の口座

残高は 471,162 ソモニとなっている。なお、州別郡別の配布先は表４－10 のとおり。これ

ら受益者は、2009 年度の 2KR に申し込んだものの受け取れなかった候補者から選定され、

2011 年 3 月から 4 月にかけて配布された。 

 

表４－10 見返り資金にて調達した農業機械の州別配布先リスト 

配布先 
トラクター プラウ 

州 郡 

ハトロン州 Vose 2 2 

Farkhor 1 1 

Danghara 2 2 

Khovaling 2 2 

Bokhtar 1 1 

Jilikul 1 1 

Qabodiyon 1 1 

政府直轄州 Vahdat 1 1 

ゴルノ・バダフシャン州 Vanj 1 1 

合計 12 12 

出典：JICA 調査団 

 

販売価格は、2009 年度 2KR と同額であり、支払い方法も 2KR に準じている。本体資金

と見返り資金の農業機械調達における相違点は、購入代金の振込先口座だけである（前者

は見返り資金積立口座、後者はタジクアグロリージング公社の独自口座に入金される）。 

ちなみに、この見返り資金活用プロジェクトで配布したトラクターとプラウの価格は

2KR 調達農業機械と全く同じで、回収するリース販売料金はタジクアグロリージング公社

の運営資金補填に充てられ、同資金は同公社の通常業務（自己資金を利用した農業機械の

輸入・販売業務）に利用されるとのことである。 

 

４－４－５ モニタリング・評価体制 

タジクアグロリージング公社は各州（ソグド州、ハトロン州、バダクシャン州、政府直轄州

の計 4 州）に支店を有しており、これらの支店を通じて、リース販売を行った農業機械の使用

方法、保管状況、他の農場への貸し出し状況、技術的不具合などの情報を収集している。また、

見返り資金の積み立ては原則毎月行うことになっており、支払い依頼をタジクアグロリージン

グ公社より農業機械購入農場へ毎月電話するため、その際に調達した機材の状況などをヒアリ

ングする機会もある。 

 

４－４－６ 広報 

「タ」国においては、農業機械化推進の観点から 2KR は国家的に重要な位置づけがなされて

おり、機材の到着前から複数の新聞で日本の援助で農業機械が届く旨の報道がみられたほか、
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機材引き渡し時には、新聞、ラジオ、テレビ等を通じて幅広く広報活動が行われた。 

① 2010 年 5 月 2 日、5 月 5 日、8 月 6 日、9 月 7 日、10 月 5 日の新聞にて、2KR で調達さ

れた農業機械の紹介がなされた。 

② 2010 年 11 月 22 日、報道関係者を招待のうえ、引渡式が実施された。同引渡式の様子は

複数のテレビにて放映された。 

 

４－４－７ その他（新供与条件等について） 

（１）見返り資金の外部監査 

本件の実施について、「タ」国側は同意している。 現時点では、2012 年と 2014 年に外

部監査を行う予定である。外部監査の選定方法については現在のところ未定であるが、新

聞公示を出すなど適正な選定手続きを踏む予定であるとのことである。 

 

（２）見返り資金の小農・貧農支援への優先使用 

2009 年度 2KR 本体資金で調達した農業機械は、農場構成員の生活レベルや居住郡にお

ける農業機械の不足状況など 7 つの項目を総合的に判定し、貧困農民と判定できる農場・

農家を中心に配布した。見返り資金で調達した農業機械については、本体資金調達時に選

定から漏れ、かつ構成員が貧困と考えられる層（12 件）に配布した。 

販売額は、本体資金で調達した農業機械と同額（FOB 額の約 57％）であり、また分割払

いの期間も同じであり、貧困農民によって構成される農場に裨益する内容だったと考えら

れる。 

 

（３）ステークホールダーの参加機会の確保 

タジクアグロリージング公社の支店及び MTC を通じ、各農場から農業機械の技術仕様

やスペアパーツ供給体制、リース販売条件等に係る要望・需要などを定期的に聴取してお

り、ニーズの把握に努めている。 

 

（４）連絡協議会の開催 

2011 年 9 月 14 日、在タジキスタン日本国大使館、JICA タジキスタン支所、タジクアグ

ロリージング公社の三者にて連絡協議会が開催された。同協議会は、同年 2 月に開催され

たコミッティーの半年後の開催であり、次回は 2012 年 3 月頃を予定している。9 月の連絡

協議会では、農業機械の配布状況や維持管理体制、見返資金の積立状況等に関する説明が

あった。 
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第５章 結論と課題 
 

５－１ 結論 

「タ」国において農業分野は GDP の 18.7％（2010 年）、全就労人口の 64.5％（2010 年）を占

め、農業生産性の向上は農民の生計向上と貧困削減に直結する課題となっている。しかし、旧ソ

連の崩壊とともに、当時集団農場体制下で整備された農業技術普及システムが破綻し、生産施設

や灌漑施設、農業機械の老朽化は進み、大きく後退した。特に農業機械は老朽化が著しく、数も

不足しており生産性向上の主要な阻害要因となっている。 

かかる状況の下、「タ」国は、長期戦略「国家開発戦略 2015」（NDS）及び「貧困削減戦略」

（PRS 3）の中で食糧安全保障と農業分野を優先課題として挙げ、農業の持続的発展、食糧安全

保障の強化及び地方住民の所得向上を農業セクターの目標として掲げ、各種施策の推進に取り組

んでいる。 

今回の要請では、トラクターなど農業機械を調達し、実施機関であるタジクアグロリーシング

公社が行っているリース販売制度を通じて、デフカン農業とその他の農民に供与することを計画

している。当初要請された総額 300 万ドルの 13 種の農業機械について、実施機関と協議のうえ対

象作物の生産を踏まえて優先順位を整理し、最終的に汎用性・ニーズの高いトラクターや反転プ

ラウ、そしてコンバインに要請内容を精査した。これは、「タ」国の農業生産性向上の阻害要因

である農業機械不足を打開し得るため、わが国による 2KR 支援の意義は大きい。 

また、実施機関であるタジクアグロリージング公社は、リース販売制度を通じてデフカン農場

等に 2009 年度に供与された農業機械を配布しているが、当該農業機械は周辺地域のデフカン農場

などにレンタルサービス（賃耕、賃刈）されていることが確認され、地域農業の生産性向上に大

きく貢献している。 

 

５－２ 課題／提言 

今回の調査では、2009 年度 2KR の機材が大小さまざまな集団農家にリース販売され、有効活

用されていることが確認された。更に機材を購入した農家から、周辺農家へ賃貸し・賃耕・賃刈

りサービスが実施されていることで、購入農家のリース返済金の積み立てがスムーズとなること

に加え、周辺農家にも 2KR 機材供与の効果が波及している。また、旧ソ連時代のソフホーズ・コ

ルホーズのメカニック従事者が近所におり、農家自身で機材の維持管理が十分行える体制にある

ことを確認した。したがって、リース販売でも、当初懸念された維持管理及びリース返済金の積

み立ては現時点では問題がないと考えられる。 

しかし、2009 年度の 2KR での供与機材は 2010 年から利用され始めたばかりで、複雑な修理等

の維持管理は今後徐々に必要になってくると考えられる。そのため、今後のコミッティやモニタ

リングなどを通して、維持管理状況について継続して留意していくべきである。 

また、見返り資金の積み立てに関して、1 年目は頭金の 10%の納入もあったため、積立率が高

くなっているが、2 年目以降から維持管理や営農状況によっては支払いのペースが落ちる可能性

もあるため、この点も併せて留意すべきである。 

最後に、購入農家の選定については、今後より透明性・公正性が担保された購入者選定を行い、

確実に貧困農民支援につながるよう、審査項目の評価基準・方法を明確にした選定ガイドライン

が作成されることが望ましい。 
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２．収集資料リスト

 

I. 2KR 関係 

 
記号 名称 言語 

コピー/ 
オリジナル 

入手先 

 

2KR- 1 Distribution of agricultural machinery 
procured by Japanese Grant Assistance for 
the Food Security Project for 
Underprivileged Farmers (2KR), 2009 FY 

露語（英語
ルビあり） 

コピー タジアグロリー
ジング公社 

 

 2 INFORMATION DFs received machinery 
and equipment by leasing agreement 
(Tractor) 

タジク語
（英訳あ
り） 

    

 

 3 INFORMATION DFs received machinery 
and equipment by leasing agreement 
(Combine) 

    

 

 4 List of Documents for legal entities and 
individual entrepreneurs on receiving 
machinery and equipment (for 2KR) 

      

 
 5 List of Documents for DFs for normal leasing 

machinery 
      

 6 List of Documents for DFs       
 7 2009 年度 2KR 農業機械受益者の農場規模 タジク語     

II. 見返り資金関係 

 
記号 名称 言語 

コピー/ 
オリジナル 

入手先 

 

CPF- 1 Information on agriculture machinery and 
equipment procured by Tajikagroleasing and 
sold from its warehouse in 2010 through 
utilization of accumulated funds in 2009 FY 
Counterpart Fund 

露語（英訳
あり） 

コピー タジアグロリー
ジング公社 

 
 2 Information on accumulation of Counterpart 

Fund (2009 2KR) 
      

III. タジクアグロリージング公社関係 

 
記号 名称 言語 

コピー/ 
オリジナル 

入手先 

 
TAL- 1 Budget of RSUE Tajikagroleasing 2008 

-2011 
露語（英語
ルビあり） 

コピー タジアグロリー
ジング公社 

 
 2 Personnel Plan of RSUE 

TAJIKAGROLEASING for 2011 
露語（英訳
あり） 

    

 

 3 Information on agricultural machinery in 
Technical Service Centers of 
Tajikagroleasing (as of 01.09.2011) 

      

 
 4 Information on MTC proceeds of RSUE 

Tajikagroleasing 
      

 
 5 農業機械の全台数・不足台数(ハトロン州、

ソグド州、政府直轄州) 
      

 
 6 Financial Statement of Tajikagroleasing 

(2010-2011) 
露語（英語
ルビあり） 

    

IV. 国家統計委員会 

 
記号 名称 言語 

コピー/ 
オリジナル 

入手先 

STA- 1 Food Security and Poverty 2011 露語・英語 オリジナル 国家統計委員
会   2 Agriculture of the Republic of Tajikistan 露語・タジ

ク語  
  

 3 Regions of the Republic of Tajikistan     

 
 4 Tajikistan in figures 2011 露語・タジ

ク語・英語
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３．ヒアリング結果

 

（1）｢タ｣国政府関係機関 
1)タジクアグロリージング公社 

面談日：2011 年 10 月 10 日 

面談者：Saidmurod KHAIRIDINOV 社長、Botir MUMINOV 副社長（技術担当）、Avliyoqul 

UROZOV 副社長（財務担当）、Abdujamol JALOLOV 副社長、Abdugafor RAHIMOV（プ

ロジェクトコーディネーター） 

面談内容： 

1. KHAIRIDINOV 社長の挨拶 

(ア) 2KR に対する謝辞 

(イ) 去る 9 月に連絡協議会を実施 

(ウ) 初めてのことであり、見返り資金積み立てに時間はかかったが、積み立てた同資金で

12 台の農機を購入し農家へ納入したので、現時点の同資金積立額は少なく、次の同

資金活用プロジェクト計画はない。 

(エ) 東日本大震災への御見舞とその中にあって支援継続に対する謝辞 

(オ) これまでのところ、2KR 実施に関して何ら問題は発生していない。 

(カ) 大統領によって、ジャガイモ増産が目標とされており、2KR 機材も同目標達成に役立

てたい。 

2. 今後の現地調査スケジュールについて 

当方のインタビュー先の希望（2009 年度調達農機受益者で、同農機を周辺農家へレンタル

している農家やそうでない農家など）を伝え、詳細な調整を 11 日に副社長らと行うことにした。 

 

面談日：2011 年 10 月 11 日 

面談者：Botir MUMINOV 副社長、Avliyoqul UROZOV 副社長、Abdugafor RAHIMOV プロ

ジェクトコーディネーター 

面談内容： 

1. 現地調査スケジュール調整 

12 日と 13 日に実施を依頼していた現地調査（2009 年度調達機材受益者の確認）に関して、

以下の行程とすることになった。 

12 日：午前 7 時ドゥシャンベ発、ハトロン州ハマドニ郡（旧モスクワ郡）およびクリャブ郡（クリ

ャブ泊） 

13 日：ハトロン州ホバリング郡およびボリジュアン郡、ドゥシャンベへ戻る 

なお、上記現地調査に JICA タジキスタン支所が手配したタジク語通訳（前日の表敬時より出

席していた女性通訳）を同行することに関して、KHAIRIDINOV 社長が猛反対し、飯田所長に

も電話にて直接協議してもらったが、結局女性のタジク語通訳は同行しないことになった。

MUMINOV 副社長、RAHIMOV プロジェクトコーディネーター、飯塚およびセルゲイ氏の 4 名

が行くのに加え、もし、翌日朝までに男性の通訳が見つかれば同行することになった。 

（なお、KHAIRIDINOV 社長の反対理由は、事前にインセプションレポートに記載されていな

かったことで現地治安当局へ手配が出来ていないことや現地における宿泊施設の確保の困難

さ、女性であること、緊急時の責任が持てないなど、いずれもその妥当性について JICA タジキ

スタン支所を含めた当方が十分納得できるものではなかったが、今後の調査の円滑な実施に

支障が出る可能性も考えられたため、同通訳の同行を控えることとした。） 
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2. タジクアグロリージング公社向け質問票に関する協議 

JICA タジキスタン支所を通じて先方に渡してあった質問票の各質問項目に従って、回答の

確認、資料提出を依頼した。一部の質問項目に関しては、タジクアグロリージング公社にはなく、

農業省などの他省庁に依頼してほしいとの回答があった（例えば、対象作物に関する郡別の農

業統計データなど）。 

 

面談日：2011 年 10 月 14 日 

面談者：Botir MUMINOV 副社長、Avliyoqul UROZOV 副社長 

面談内容： 

1. 市内の農業機械部品店およびタジクアグロリージング農業機械倉庫訪問 

ドゥシャンベ市内の Sultoni Kadir 市場にて、農業機械部品店を視察した。同市場は市内最

大の共同市場で、場所別に取扱品目（日用品や電気製品、台所用品、家具など）が分けられ

ており、農業機械のスペアパーツを販売している店舗では区画内（2m×3m 程度）で所狭しと部

品を台の上に載せて販売している。主要対象メーカーは MTZ（ベラルーシ製）で、同メーカー

のスペアパーツなら見つからないパーツはなく、その他にウクライナ製（UMZ）やロシア製メーカ

ー向けスペアパーツも置いているとのことである。スペアパーツの中には中国製のものもあり、新

品も中古品もある。 

トラクター用タイヤは自動車用タイヤを販売している場所で自動車用タイヤと共に販売されて

いる。トラクターの後輪用タイヤは幅の狭いタイプが 440 ドル、広いタイプが 570 ドル、前輪用小

径タイヤは 620 ソモニであった。なお、訪問日は金曜日の夕方であり、イスラム教の礼拝のため

営業していない店舗もあったが、トラクター用タイヤは全体に少なく、陳列商品の 10%もなかっ

たと思われる。 

 

面談日：2011 年 10 月 17 日 

面談者：Avliyoqul UROZOV 副社長、Abdugafor RAHIMOV プロジェクトコーディネーター 

面談内容： 

1. Rudaki 郡農業機械サービスセンター調査 

首都ドゥシャンベに近い Rudaki 郡農業機械サービスセンター（MTC）を訪問し、マルドノフ・

アブドナザール所長に聞き取り調査を行い、その後、同センターが提供しているデフカン農場

向け賃貸しサービスを行っている畑を視察した。主要な調査事項は以下のとおり。 

 同 MTC は 2011 年 1 月に新たに開設されたばかりで、職員は所長と 4 名のオペレータ

ーで構成される。オペレーターはいずれも 20 年以上の経験を有しており、どんな種類の

作業も提供可能。ソ連時代は 1～3 級まであった認定資格のうち、全員最上級である 1

級を有している。 

 同 MTC に配置されている機材はタジクアグロリージングから入手した資料のとおりで、ト

ラクター4 台（Tajiran が 3 台、UMZ が 1 台）、コンバイン 1 台（中国製）、トレーラー2 台、

チーゼル・カルチベーター1 台、プラウ（Tajiran）3 台、プラウ（PVN-3.35）1 台、脱穀機 1

台、肥料散布機（トルコ製）1 台であった。 

 これら機械のメンテナンスと修理はチーフオペレーターが全て行っている。スペアパーツ

は MTC に在庫はなく、必要な部品をタジクアグロリージングへ申請し、送ってもらってい

る。中国製のスペアパーツが大量に出回っているが、粗悪品が多く、結局損をする場合
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がある。（なお、中国製のコンバインが 1 台あるが、コンバインの不足は特に深刻で、中

国製でもよいのでとにかく調達した。タジクアグロリージングが CIS 諸国から購入する部

品はルーブル建てで支払っている。UROZOV 副社長） 

 デフカン農場から支払われるサービス料金は決まっておらず、その内容と時期により交

渉によって決められる。例えば、これから耕起シーズンが始まるが、現在 100ソモニ/haの

耕起サービス料金（燃料代別、オペレーターおよびオイル代込み）は需要の増加と共に

少しずつ上がり、最高で 150 ソモニ/ha まで上がる。支払いは現金のみで、現物支払い

はないが、収穫後の後払いが可能となっているほか、貧困農民（農場）には最大 50%の

割引価格でサービスを提供している。割引価格でサービスを受ける農場は全体の 10～

20%位で、1～2ha 程度の小規模農場が多い。 

 これらのサービス料金は周辺の市場価格（トラクターを所有するデフカン農場等によるサ

ービス）よりも 30%程度安い価格で、需要は多いうえ、ディーゼル単価の価格設定を安く

見積もっている。なお、近郊ガソリンスタンドは、ディーゼル販売価格は 6.5 ソモニ/リット

ルであった。 

 Tajiran 製トラクターで 1ha を耕起すると、柔らかい土で 20 リットルのディーゼルを、固い

土で 25 リットルのディーゼルを消費する。（MTZ よりも燃費は良いと感じている。） 

 当 MTC から最も遠いサービス提供先農場まで約 120km あり、片道 3 時間程度かかる。

その場合は周辺農場に対するサービスも一緒に行い、作業の効率化に努めている。 

 デフカン農場から支払われたサービス料金は 100%タジクアグロリージングへ送金され、

その後以下の必要経費が MTC へ再送金される。サービス料金の 4%：所長の給与、

15%：オペレーターの給与、最大10%：スペアパーツ代の合計29%程度（UROZOV副社

長） 

 タジクアグロリージングは、受領したサービス料金から 18%の付加価値税（VAT）を国へ

支払うので、タジクアグロリージングに残る額はサービス総額の 50%位である。（デフカン

農場は VAT 支払いが免除されているとのこと。UROZOV 副社長） 

 なお、タジクアグロリージングが国から受け取る予算の使途は新規農業機械の購入のみ

に限定されており、事務経費や人件費などの経常費用はこれらの農業機械サービス料

金収入で賄わなければならない。（UROZOV 副社長） 

 タジクアグロリージングからリース販売される農業機械の金利は年 12%で、一般的な市

場金利が 26%であることを考えると半分以下である。（UROZOV 副社長） 

 当 MTC では農業機械の修理サービスは現在行っていないが、将来的にはワークショッ

プを整備し、同サービスを復活させたいと考えている。（現在の MTC はソ連時代にコル

ホーズの機械修理ワークショップがあった場所にあり、MTC 所長はコルホーズの元農場

長である。） 

 収穫サービスに関しては事前に収穫ロス率をサービス開始前に説明、納得してもらって

おり、収穫ロスが多いとの苦情が出ることはない。 

 トラクター運行管理記録（各トラクター別）、収入記録帳等を見せてもらう。大体同じような

フォームで他の MTC も記録を付けている。 

 コムギ栽培用①チーゼル・カルチベーター、②ハロウ、③播種、④畝作りの作業現場：3

台のトラクター（Tajiran が 2 台、UMZ が 1 台）に異なるアタッチメントを付けて 2ha の圃場

で作業を実施中。トルコ製肥料散布機を播種機として使用。①～④の作業で 11:00～
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14:30 程度の作業時間。 

 

面談日：2011 年 10 月 20 日 

面談者：Botir MUMINOV 副社長、Avliyoqul UROZOV 副社長 

面談内容： 

M/M 案の内容について協議したほか、全国に 30 か所ある MTC の過去 3 カ年間の農業機

械サービス実績および 2KR 農機裨益者のローン支払い状況などを比較し、リース販売の方が

見返り資金積立に有利であることなどについて確認した。 

 2KR トラクター裨益者の 1 台あたり支払い済みリース代金平均額：19,126 ソモニ（2010

年 10 月～2011 年 9 月） 

 MTCに配置されているトラクター1台あたりの年間売上額（2009、2010、2011年のデータ

から算出）：8,898ソモニ、うち 4,894ソモニ（約 55%）はオペレーター給与やタジクアグロリ

ージングが支払う付加価値税などの経費として支出され、純所得として残るのは 4,004 ソ

モニ（約 45%）である。 

 

面談日：2011 年 10 月 21 日 

面談者：Botir MUMINOV 副社長、Avliyoqul UROZOV 副社長 

面談内容： 

M/M 案の内容について協議したほか、リース代金滞納時のタジクアグロリージングの対応お

よび 2KR 農機受益デフカン農場選定基準と選定方法などについて協議した。受益デフカン農

場の選定基準は以下のとおりである。 

タジクアグロリージングにおける 2KR 農機受益デフカン農場選定基準 

1. 土地所有証明書を有すること 

2. 債務の有無： 

・ 税務署 

・ 銀行 

・ その他の組織 

3. 返済能力（財務状況） 

4. 技術基準に従って農機の維持管理能力の有無 

5. 周辺の貧困農民に対して優遇条件で機械サービスを提供する能力 

6. デフカン農場構成員の生活レベル（貧困層かどうか） 

7. 当該郡における農機の不足状況 

上記の基準に基づいて、7 人の選定委員が投票を行い、受益者を決定した。また資格適格

者が多数の場合は先着順に選定したとの説明もされた。 

また、事前に州レベルにおける農機配布台数の割り当て等は行っていないが、ハトロン州は

内戦の影響による被害が最も大きく（戦場となったため、住民の多くは国境を越えてアフガニス

タンなどにも避難し、また農機を食糧や武器などと交換していたため、農業生産基盤が最も脆

弱である。）、同州のデフカン農場を優先的に選定した。 

2KR の実施体制に関して、JICA タジキスタン支所に以前勤務していた Sadi 職員はタジクア

グロリージングとコミュニケーションを非常に密にとっており、色々なことが相談できる体制となっ

ていた。残念ながら現在は退職してしまった Sadi 職員と同様レベルの職員が JICA タジキスタン
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支所にいないので、以前のように密接な連絡を行うのが難しい状況にあるようである。 

貧困農家の定義に関して、ウェブサイトから入手した貧困削減戦略書（PRS：POVERTY 

REDUCTION STRATEGY OF THE REPUBLIC OF TAJIKISTAN FOR 2010–2012, Dushanbe, 

2010）によると、国際的な基準（US$ 2.15/day）では 2007 年の全国の貧困率 40.9%は 2003 年の

63.5%よりも 23%近く改善している。また、農村部の貧困率は 41.1%、都市部で 40.3%であり、地

域間差はあまりない。 

Year Population No. of poor persons Percentage of poor persons (%)
Total (2003) 6,667,510 4,233,341 63.5 

Urban areas 1,804,290 1,066,293 59.1 
Rural areas 4,863,220 3,167,048 65.1 

Total (2007) 7,061,429 2,886,561 40.9 
Urban areas 1,856,865 747,778 40.3 
Rural areas 5,204,564 2,138,783 41.1 

 

上記の国際的な基準（US$ 2.15/day）を現地通貨に換算すると 10.32 ソモニ/day（US$ 1=4.8

ソモニで換算）となり、年換算額で 3,766.7 ソモニとなる。 

また、基本的な家庭必需品価額（the value of basic household needs）から算出された貧困率

は前述した貧困率よりも高いが、2003 年に比較して 18.9%改善している。農村部は都市部に比

較して 5.6%高く、55%の貧困率となっている。 

Year Population No. of poor persons Percentage of poor persons (%)
Total (2003) 6,667,510 4,830,408 72.4 

Urban areas 1,804,290 1,241,352 68.8 
Rural areas 4,863,220 3,589,056 73.8 

Total (2007) 7,061,429 3,779,802 53.5 
Urban areas 1,856,865 917,291 49.4 
Rural areas 5,204,564 2,862,510 55.0 

 

2)農業省 

面談日：2011 年 10 月 17 日 

面談者：Mr. Yusuf SULTONNAYABOV 副大臣、Mr. Kaplanjon RASULOV 技術政策・農業

インフラ整備局局長、Ms. Zamira Fayazova 国際交流部部長 

面談内容： 

2KR ミッションはタジキスタン（以下、「タ」国とする）農業省を表敬訪問し、意見交換を行った。

主な発言は以下の通り。 

【謝意ほか】 

「タ」農業省：大震災に心よりお悔やみを申し上げる。また、日本側からのこれまでの支援に

対しお礼をお伝えするとともに、このような困難な時期にもかかわらず「タ」国に援助いただける

ことに深く感謝申し上げたい。「タ」国側参加者紹介。（SULTONNAYABOV 副大臣） 

ＪＩＣＡ：震災後日本が厳しい状況にあるのは事実であるが、貴国に対して引き続き協力を続ける

所存。今回の訪問の目的は、貴国に要望があると聞いている 2KR に関してそのニーズ、前

回 2KR で供与した機材の実績、今後の利用計画等の確認を行うことである。調査の結果を

踏まえ、援助実施の是非・規模については日本政府が検討することとなる。日本側参加者紹

介。（丸岡団長） 
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【農機の分配方法について】 

Ｊ：2KR で供与された農業機械はタジクアグロリージングが主体となって分配・管理を行っている

と認識しているが、現在の農業省の機械化政策・戦略等についてご教示願う。（丸岡団長） 

タ：現在、「タ」国には 28,000 台のトラクターがあるが、うち 87％が 20 年以上使用している。この

ような古いトラクターを買い換える予算がないのが実態である。 

「タ」国には農業機械の調達・分配を行う組織が 2 つあるが（“Tajikagroleasing”と“Madad”）、

2KR のスキーム上、受入れ機関は国営企業であることが条件だったためタジクアグロリージン

グが選定された。2009 年 7 月に農業改革委員会が設立され、現在、「農業機械化」や「農作

物多角化」等について検討中である。なお、前回の 2KR で供与された 51 台のトラクターは個

人に配布されたため、周囲の農家との共同利用がどれだけ進められているかという点に疑問

があり、必ずしも効率的な配布方法ではなかったと認識している。このため、今後の農業の機

械 化 に つ い て は 、 農 機 サ ー ビ ス 共 同 組 合 を 通 じ て 進 め た い と 考 え て い る 。

（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：ADF（Association of Dekhkan Farms / デフカン協会）がそのような役割を果たす可能性もあ

るのではないか。また、2009 年度の 2KR も当初案としては、タジクアグロリージングがレンタ

ル：リース販売を 8：2 の割合でトラクターを配布することになっていた。次回の 2KR がある

場合、タジクアグロリージングが農機を農民にレンタルするというオプションはどう考えるか。

（丸岡団長） 

タ：ADF については、理論上は役割を果たせるが、現在の ADF は昔のコルホーズ・ソフホーズ

がそのまま残っただけで、組織的に疲弊しており、その力はないと考えている。また、タジクア

グロリージングについても、地方で運営している MTC（Machinery Technical Service Center / 

農機サービスセンター）が実質的な機能を果たせていない。①MTC が民営化され、②その

民営化された MTC が農機をレンタルするのは理想的と考える。（SULTONNAYABOV 副大

臣） 

Ｊ：副大臣のお考えは理解した。また将来的な構想としては同意できるが、民営化して体制を整

え、それが実際に機能するには時間がかかると思われるが、いかがか。（丸岡団長） 

タ：サービス共同組合については構想段階から一歩進んで現在、法整備中であり、6 ヶ月以内

には環境を整えられると思料。また、サービス共同組合が設立された際に利用する灌漑施設

や道路・橋などのインフラ整備も現在進めている。2009 年度の 2KR はスムーズに実施されて

おり、間違った仕組みとは思っていないが、今後はタジクアグロリージングが中央からコントロ

ールする古いやり方ではなく、現場にいる農民が主体的に動くという新しい仕組み（サービス

共同組合）で農機の配布・管理を行いたい。（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：タジクアグロリージングに対するご懸念も理解した。しかし、現在、法案が策定中であるなら、

我々としては、それが成立し実際に機能するということを前提として、機材計画を策定し、日

本政府に説明することは難しいと考える。納税者である日本国民に対する説明責任もあり、

短期的には、やはり現在機能している状態を前提にして調達を進める必要があることはご理

解いただきたい。（丸岡団長） 

 

【農機の仕様等について】 

Ｊ：ところで、貴国でニーズの高い農機は何か。また、農機の輸入先は旧ソ連の国々と考えてよ

ろしいか。（丸岡団長） 
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タ：やはりトラクター、カルティベーター、コンバインになる。トラクターは過去 3 年の平均になるが、

600台/年輸入している。うち半分以上は民間企業が自前で輸入しており、市場価格で販売し

ている。民間企業は旧ソ連圏から輸入しているが、国営企業は中国製が増えている。

（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：スペアパーツの供給やその他の維持管理を考えると貴国で最も望ましいのはどの国の製品

か。（丸岡団長） 

タ：修理のワークショップが多数あり、利用数が多いため維持管理の環境が整っていることを考

えると、ベラルーシ製が最も望ましい。（SULTONNAYABOV 副大臣） 

 

【ミニッツ署名ほかについて】 

Ｊ：先ほどミニッツに署名できないとおっしゃられたが、MTC を通じて配布することに否定的なの

かご意見を聞かせてほしい。（山崎調査役） 

タ：個人に配布することに対して懸念を抱いている。サービス共同組合に対して配布を行いたい。

（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：前回の 2KR では、リース販売を受けた農家が周囲の農家に適切に貸しているとも聞いている。

また、共同組合は枠組みを作って実際に稼動するまでは時間を要するのではないか。（丸岡

団長） 

タ：個人農家が周囲に貸すより、サービス共同組合の方がはるかに効率的に運営できると信じ

ている。また、2006 年に世銀のプロジェクトで MTC に類似した組織を 3 つ作ったがやはり効

率的に機能していない。中央から管理する方法には限界がある、というのが当方の持論であ

る。丸岡団長のご発言も理解できるが、考えの異なるものに対して署名はできない。

（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：今後、農機の配布・管理にタジクアグロリージングを利用することに賛成できないということか。

（丸岡団長） 

タ：反対しているのは、タジクアグロリージングではなく、MTC である。MTC は 3 つの要素（国家

予算＋援助＋？）を混乱して使用しており、経営的にも赤字を生み出しており非効率的であ

る。（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：前回の 2KR は、デフカン農家／農場に対し、タジクアグロリージングが売却しており、MTC を

使うことはなかったことをお伝えしたい。また、副大臣のおっしゃった「3 つの要素」とは何か。

（丸岡団長） 

タ：（「3 つの要素」には答えず）今日は時間もないが、見返り資金の使い道についても議論した

かった。（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：見返り資金は、再び同じトラクターを購入し、デフカン農場に販売したと聞いている。（丸岡団

長）副大臣としては、タジクアグロリージングがサービス共同組合にリース販売するのであれ

ば納得するか。ミニッツ案を見て、賛成できるならご署名をお願いしたい。（山崎調査役） 

タ：日本の支援には非常に感謝しているが、援助金は最も効率的に使いたいというのが私の考

え方である。納得できるなら署名はするが、可能性は低いと思う。（SULTONNAYABOV 副大

臣） 

Ｊ：副大臣は、デフカン農家への機材配布も納得できないか。（丸岡団長） 

タ：援助金が効率性の低い MTC を運営するタジクアグロリージングに流れたことを問題視して

いる。前回の 2KRの資金があれば、もっと透明性の高いオペレーションができたと考えている。
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（SULTONNAYABOV 副大臣） 

Ｊ：2KRのスキームでは、ＪＩＣＳが透明性の高いオペレーションを実施している。日本の 2KRは透

明性の高いスキームだと理解している。（丸岡団長） 

タ：団長のご発言は了解した。（SULTONNAYABOV 副大臣） 

 

3)外務省 

面談日：2011 年 10 月 17 日 

面談者：Mr. Ardeshir QADERI アジア・アフリカ諸国局局長、Ms. Gulchehra UMARALIEVA

アジア・アフリカ諸国局副局長、Ms. Madina MURODOVA アジア・アフリカ諸国局アタッシェ 

面談内容： 

今次訪問の 2 つの目的（2KR のニーズ・内容確認、営農指導体制強化プロジェクトの運営指

導）を丸岡団長より説明後、QADERI 局長による以下の返答があった。 

 タジキスタンと日本は非常に良い関係にある。緒方理事長の名前を冠した学校が

Kulyab 郡にあるように、JICA の果たしている役割は非常に大きいと考えている。 

 タジキスタンは人口の約 7 割が農業セクターに従事しており、その点で農業分野におけ

る JICA の協力は大変有意義である。これらの JICA の活動を踏まえて、先日からタジキ

スタン南部では日本企業と漢方薬（甘草）の合弁企業が稼働を始めている。 

 タジキスタンは自然条件に恵まれ、農業生産に適した地域も多いが、その技術レベルは

決して高くはないこと（例えば、綿花の単収はイスラエルではヘクタール当たり 8 トンであ

るが、タジキスタンでは 2 トン未満に留まっている。）から、営農技術の改善など、農学的

な研修が今後非常に重要になるのでは、と考えている。 

 また、農薬施用量が少なく、農産物の品質は他国に負けないものもあるが、生鮮品のた

め保管可能期間が短く、これらの農産物の大量輸送能力も十分ではない。 

 JICAをはじめとする日本の支援は農業分野から開始されているが、今後New Silk Road

へと拡大することを願っている。 

丸岡団長より JICA 活動に対する高い評価のお礼を述べるとともに、今後、日本企業を含む

多くの民間企業がタジキスタンに進出するための環境整備が重要と考えており、また、二国間

関係のより一層の強化に貢献したいとの返答があった。 

最後に、JICA による技術協力のアプローチ（外部コンサルタントを雇用して直接的に受益者

に支援を行う方法ではなく、政府関係の実施機関の地道な能力強化）について、今後共、外務

省関係者の御理解、御協力を丸岡団長よりお願いしたところ、QADERI 局長からは適切かつ正

しいアプローチであり、長期的な支援をお願いすると共に、調査中に問題が発生したら何でも

相談してほしい、という旨の返答があった。 

 

4)国家統計委員会 

面談日：2011 年 10 月 11 日 

面談内容： 

資料販売課で 2KR 準備調査に関連する「タ」国の社会・経済、農業生産、食糧安全保障な

どの現状に関する資料の有無について確認し、以下の 4 種類の資料を購入した。 

1. Tajikistan in figures 2011 

2. Food Security and Poverty 2011 
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3. Agriculture of the Republic of Tajikistan (Statistical data) 

4. Regions of the Republic of Tajikistan (Statistical data) 

 

（2）2009 年度供与機材受益者 

面談日：2011 年 10 月 12 日 

面談者： 

1. ハトロン州 Hamadoni 郡 Dashti Gulo Jamoat：コンバイン受益者、Mr. Nurali Valiev 

2. ハトロン州 Hamadoni 郡 Dashti Gulo Jamoat：トラクター受益者、Mr. Faizulo Amirshoev 

3. ハトロン州 Hamadoni 郡 Chubek Jamoat：トラクター受益者、Mr. Abdusolom Rajabov 

4. ハトロン州 Hamadoni 郡 Chubek Jamoat：コンバイン受益者、Mr. Ayub Holmadov 

5. ハトロン州 Kulyab 郡 Zarbdor Jamoat：トラクター受益者、Mr. Yormat Shohmadov 

6. ハトロン州 Kulyab 郡 Ziraki Jamoat：トラクター受益者、Mr. Saidkabir Sharipov 

 

面談日：2011 年 10 月 13 日 

面談者： 

7. ハトロン州 Khovaling 郡 Khovaling Jamoat：トラクター受益者、Mr. Mahmud Rustamov 

8. ハトロン州 Baljuvon 郡 Baljuvon Jamoat：トラクター受益者、Mr. Ismoil Saidov 

 

面談日：2011 年 10 月 18 日 

面談者： 

9. 政府直轄州 Rudaki 郡 Sharaf Jamoat：トラクター受益者、Mr. Sator Rakhimov 

 

面談日：2011 年 10 月 19 日 

面談者： 

10. 政府直轄州 Hisor 郡 Shurob Jamoat：トラクター受益者、Mr. Jurabek Asoev 

11. 政府直轄州 Hisor 郡 Guriyod Jamoat：トラクター受益者、Mr. Ahrol Boev 

 

面談日：2011 年 10 月 22 日 

面談者： 

12. ハトロン州 Danghara 郡 Lolazo Jamoat：コンバイン受益者、Mr. Murodali Akramov 

13. ハトロン州 Danghara 郡 Lolazo Jamoat：トラクター受益者、Mr. Sharif Azimov 

14. ハトロン州 Danghara 郡 Lolazo Jamoat：トラクター受益者、Mr. Mahmodi Azimov 

 

ヒアリング結果は本項末尾に添付した表参照 

 

（3）他ドナー・NGO 

1) Tajik Agricultural Finance Framework (TAFF) 

面談日：2011 年 10 月 14 日 

面談者：Dr. Christophe Cordonnier 氏 

面談内容： 

チームリーダーのDr. Christophe Cordonnier氏に面会し、TAFFの活動概要を説明してもらっ
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た後、当方より 2KRの概略を説明し、意見を尋ねた。なお、フランス人と思われる同氏は元銀行

勤務という経歴である。 

 旧ソ連時代に配備されていた農業機械は既に使用できなくなっており、その後の供給が

ストップし、稼働できる農業機械が著しく減少し、農業生産にも支障をきたしている中で、

日本の 2KR スキームはタジキスタン国の直面している農業機械不足を緩和するという点

で、非常に適切な資金の使い道（Very good use of money）だと思う。 

 ただ、1 つ気になるのは調達された農業機械の配布方法である。タジクアグロリージング

という政府系機関と一緒に実施しており、縁故による恣意的な受益者選定が行われてい

ないか、心配するところである。（なお、同意見に対しては、10 月 12・13 日に実施した現

地調査で 2KRトラクターが受益者にとっても、またその村にとっても唯一のトラクターであ

り、皆で使用している例を紹介し、政府関係者とコネがある裕福な農場のみに配布され

ているのではなく、適切に受益者が選定されていると考えられる旨、返答した。また、同

氏は、TAFF が農業省と連携せず民間機関と連携しつつ活動を行っている背景として、

政府系機関に広く横行している汚職に言及していた。） 

同プロジェクトの概要は以下のとおり。 

 TAFF は綿花セクターを含む農業セクターの多様化と再構築を支援するために 2007 年

に欧州復興開発銀行（EBRD）により開始された。現在は EU の支援を受けており（フェ

ーズ 2 期間は 2010-2012 年で、総額 5.2 百万ユーロ）、技術協力機関として Frankfurt 

School of Finance & Management が参画している。スタッフ数は 23 人だが、有能なタジ

キスタン人スタッフが多く、外国人スタッフは数人に留まっている。また、Agroinvestbank

や Bank Eskhata、Tajik Sodirot Bank など、8 つの地元金融機関がパートナー金融機関

となっている。 

 主要な目的は中小規模の農場・農家に対して既存の金融サービスと異なる融資制度を

提供することと、優良営農技術の拡大・普及とともに農業セクターにおける自由経済を支

援することである。フェーズ IIに入って、さらに広範囲な目的（タジキスタン農村部におけ

るビジネス環境の整備、雇用の創出、所得創出活動の推進など）の達成を目指してい

る。 

 タジキスタン国において経済的にも農業生産的にもその役割が極めて大きい綿花セクタ

ーの農家は、負債を抱えている農場・農家が非常に多く、パートナー金融機関を通じて

これらの農場・農家向けにマイクロクレジットを提供している。営農技術と資本を分析して

選定した優良農家・農場向けに、これまで 11,000 件余りの融資が実施されている。なお、

パートナー金融機関に対する各種技術支援を行ってきたことから、債務不履行率は

0.6%に留まっている。2013 年中頃までにパートナー金融機関をもっと増やす計画であ

る。 

 農業普及では農協などの民間セクターと協力しつつ、現場における優良技術の普及を

図っている。従来の綿花に加えて、果樹や養蜂、淡水魚養殖、薬用植物栽培などの振

興も図っている。ビジネスパートナーとの連携も積極的に推進しており、欧州各国や中

国、インドなどが参加する第 2回Agrobusiness Forumを開催する予定である。ハトロン州

Khovaling 郡では PPP による試験・研究農場を開設する予定である。 
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2) Mercy Corps 

面談日：2011 年 10 月 21 日 

面談者：Mr. Brian King 氏（Country Director）および John 氏（農業分野担当） 

面談内容： 

アメリカ、オレゴン州に本部を置く NGO である Mercy Corps の事務所を訪問し、Country 

Director である Brian King 氏、農業担当者である John 氏から 2KR に関して以下のコメントを得

ました。 

 2KR については 1 回だけ聞いたことがあるが、その内容について詳細は知らない。 

 トラクターはある期間使用すれば更新が必要であり、建国後 20 年を経て旧ソ連時代のト

ラクターをまだ使用している現状を考えると、農業生産の回復・向上は難しいと考える。

農業機械不足はタジキスタン国の農業・農村における喫緊の課題であり、日本の 2KRス

キームはその問題解決に向けて有効な支援だと思う。（なお、日本では乗用トラクターの

標準耐用年数は 8 年である。） 

 Jamoatレベルの地方自治体関係者と連携しつつ、デモ・ファームにおけるベストプラクテ

ィスの展示や農業資機材店（Agro Pro Shop？）の設立、農民レベルの能力開発活動な

どを行っており、2KR による農業機械配布後の受益者に対する技術指導などの点で、

Mercy Corps が 2KR スキームに協力することも可能だと思う。 

同プロジェクトの概要は以下のとおり。 

 Mercy Corps は USAID からの資金（総額約 11 百万ドル）を受けて活動している。タジキ

スタンにおける活動は 1994 年に開始され、現在のスタッフ数は約 150 名、うち外国人専

門家は 6 名である。VSO（英国の NGO）との連携や外部コンサルタントを登用しつつ、ソ

グド州、ハトロン州、政府直轄州で活動を行っている。また、米国や英国のみならず、ネ

パールやオランダ、台湾からもインターンを受け入れている。 

 コミュニティベースアプローチを採り入れた主要活動分野は、農業、経済・インフラストラ

クチャー開発や保健分野などである。農業分野では、民間部門との連携やビジネストレ

ーニングを通じた持続的な技術支援を目指しており、Jamoat レベルの地方自治体関係

者と連携しつつ（農業省とは連携していない）、デモ・ファームにおけるベストプラクティス

の展示や農業資機材店（Agro Pro Shop）の設立、農民レベルの能力開発活動などを行

っている。Agro Pro Shop におけるトラクターリース事業の実施も考えている。 

 道路や橋、灌漑施設、給水施設の改修・建設事業などに加え、若者向け職業訓練（大

工や溶接、裁縫、理容技術など）、太陽熱利用浄水事業なども行っている。 

 

（4）その他 

1) JICA タジキスタン支所 

面談日：2011 年 10 月 10 日 

面談者：飯田次郎所長、片山浩樹企画調査員 

面談内容： 

タジキスタン国の現状について、飯田所長よりブリーフィング頂く中で挙がった主要事項は以

下のとおり。 

 アフガニスタンに接している国であることから、ある意味で優遇されている。（例えば、プ

ーチン氏が再びロシア大統領になると、ロシア国境警備隊が派遣されるという話あり） 
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 土壌は比較的肥沃で、水さえあれば農業が可能であるが、ソ連時代に建設された灌漑

施設をはじめとする農業基盤インフラの更新が進んでいない。 

 農家が栽培する作物に関して、各農家の自主性に任せる方向にある。 

 農機については依然として絶対数が不足している。 

 生計を維持するため、多くの農村住民がロシアやカザフスタンへ出稼ぎに出ており、そ

の仕送り送金が GDP の相当部分を占めている。 

 農村には時折立派な作りの家屋が散見されるが、出稼ぎ収入によって建設された家屋

と考えられる。また、農村には多くの女性が残されており、家庭崩壊などの事例も発生し

ている。 

 農業分野において、制度面改革に関する支援は欧米のドナーが主に取り組んでおり

（例：USAIDによる土地制度改革など）、JICAはConditionalityを付けない支援を実施し

ている。 

 2KRは先方政府より高い評価を得ており、去る 9月の連絡協議会時の資料では、見返り

資金も順調に積み上がっている。 

 しかし、2KR 農機のリース販売・レンタルサービスの議論は今後も続くであろう。主要なリ

ース販売先はデフカン農場であるが、その法人格は問われていないようである。（個人の

デフカン農場もあり。） 

 最近、郡（Jamoat）レベルに農業担当官を配置することが決まり、人員のリクルートも行わ

れている。なお、行政レベルの日本語表記について、今後統一することが必要。District

を「県」と表記するか「郡」と表記するか。（なお、中村チーフアドバイザーに頂いた日本

語資料（「タジキスタン農業の現状と課題」2010 年 8 月 ver. 2）では、州‐郡‐ジャモアット-

村とあり、現時点ではこの表記を使用しています。） 

 PIAS 技プロでは農機のレンタルを試行しているので、その概要につき情報を得ることが

可能である。 

 

2) PIAS 技プロ事務所 

面談日：2011 年 10 月 10 日 

面談者：中村チーフアドバイザー、阿部調整員 

面談内容： 

中村チーフアドバイザー、阿部調整員から以下の資料を入手した。 

 タジキスタン農業の現状と課題（2010.8）：ハードコピー 

 Profile of the “PIAS” in the Republic Tajikistan：ハードコピー 

 農業機械取扱業者 3 社の連絡先 

 PIAS 技プロで試行中の農機レンタルサービスで使用している同サービス記録サンプ

ル：ハードコピー 

 PIAS 技プロで試行中の農機レンタルサービスの単価表と同農機購入価格：ハードコピ

ー 

 トラクター牽引式収穫機のカタログサンプル：ハードコピー 
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3) 農業機械ディーラー「AGROTECHSERVICE」社 

面談日：2011 年 10 月 19 日 

面談者：Mr. Jalolidin NURALIEV（社長） 

面談内容： 

 同社は、2007 年設立の民間会社。 

 2009 年度供与トラクター（51 台：ミンスク製トラクター）の指定ディーラー 

 引渡し前の整備と保証期間中（1 年間）の整備を実施。 

 同社は、タジキスタン内の大手 3 ディーラーのひとつ（他の 2 つは、MADAD、Madad 

Tursunzoda） 

 MTZ（Minsk Tractor Works:タジクで最も流通しているトラクター）の国内販売ライセンス

を有す。 

 同ライセンスを有しているのは、同社と MADAD、Madad Tursunzoda の 3 社のみ。 

 MTZ は、CIS 諸国の別の会社（4 社）でも製造（OEM）。現在、ほとんどの部品はベラル

ーシの会社で製造。他国の会社はベラルーシの部品を購入し、組立作業を行っている。

技術仕様は同一であり、設計図も同じであるが、別会社であるため、販売価格は異な

る。 

 ベラルーシ製以外のMTZ に対してもディーラーとしての機能を果たせる（維持管理サー

ビスの提供、スペアパーツの提供等）。 

 MTZ 以外には、HTZ（ハリコフ）、UMZ といったトラクターの取り扱いもある。UMZ は

MTZ と同じエンジンを使用しているが、エンジンとトランスミッションの間のギアボックスが

壊れやすい傾向がある。 

 西側のトラクター（ニューホーランド社、ジョンディア社）が非常に高い性能であるのは知

っているが、現在のタジキスタンでは価格競争力がないため、取り扱っていない。具体的

には、同様の性能のトラクターで比較すると、MTZ は 20,000 ドル、ジョンディアは 28,000

ユーロ（輸送費含まず）であり、スペアパーツも 3 倍、5 倍とするので、購入農家はいない

と考えている。 

 実際ジョンディアからは 2009 年末に連絡があり、代理店になることを検討したが、2010

年 4 月に断り、現在に至っている。ニューホーランドとは商談をしていないが、現在は代

理店になるタイミングではないと考えている。 

 

4) 農業機械ディーラー「Madad Tursunzoda」社 

面談日：2011 年 10 月 19 日 

面談者：Mr. Kamil GALIKIEV（技術担当副社長）、Mr. Daler SHOIMARDONOV（経理

部長）、Ms. Madina MUMINOVA（機材調達担当） 

面談内容： 

 OJSC “Madad Tursunzoda”は、MADAD の一支店が民営化された民間企業である。設

立 2005 年。社員 54 名、支店がルダキ郡に 2 箇所ある（ハトロン州、ソグド州にも各１支

店を新設予定）。 

 MTZ の輸入、販売、修理を手がけている。輸入するのはベラルーシからのみだが、他国

の MTZ の維持管理を行うのは可能。 

 UMZ、HTZ、リピッツク（ロシア製）も注文があれば輸入販売する。実績もある。ただし、
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MTZ のほうが性能は優れていると認識。 

 中国製コンバインの取り扱いあり。 

 西側のトラクター、コンバインの取り扱いはない。 

 修理ワークショップ、スペアパーツ倉庫を視察。 

 

5) 農業機械ディーラー「MADAD」社 

面談日：2011 年 10 月 20 日 

面談者：Mr. Hairullo HUDOIBERDIEV（社長）、Mr. Orifjon KOSIMOV（副社長）、Mr. Khomid 

IMOMURATOV（チーフエンジニア） 

面談内容： 

 MADAD は、農業省傘下の国有企業。Madad Torsonzoda とは、競争相手というより協力

体制。社員は 40名（うち 25名は技術者）。支店はゴルノ・バダフシャン自治州に 1箇所。

スペアパーツの販売代理店は国内に 17 箇所。農業省より補助金はなく、完全独立採算

制。 

 2009 年度 2KR の 12 台のコンバインの維持管理を担当。 

 トラクターについては、MTZ、UMZ、HTZ の輸入、販売、修理を手がけている。Tajiran も

取り扱う。 

 コンバインについては、エニセイ、ニワ、中国製の輸入、販売、修理を行う。また、輸入実

績はないものの、トルコ製の Agromaster のディーラーでもある。 

 西側のトラクター、コンバインの取り扱い実績はない。 

 自走式の農業機械は、タジクの国家規格法の定める国家農業機械試験場の試験に合

格していないといけない。 
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コ
ン

バ
イ

ン
M

r.
 A

yu
b 

H
ol

m
ad

ov
40
代

持
家

有
有

未
達

成

家
畜

を
売

却
し
、
マ
ー

ケ
ッ

ト
か
ら
コ
ム
ギ

を
60
世
帯

の

た
め
に

5-
6ト

ン
購

入

ハ
ト
ロ
ン

H
am

ad
on

i
C

hu
be

k
－

10
,0

00
10

有
有

無

5
12

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 Y

or
m

at
 S

ho
hm

ad
ov

70
持

家
有

有
達

成
ハ
ト
ロ
ン

K
ul

ya
b

Z
ar

bd
or

1,
20

0
7,

00
0

4
有

有
有

6
12

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 S

ai
dk

ab
ir 

Sh
ar

ip
ov

70
代

持
家

有
無

達
成

ハ
ト
ロ
ン

K
ul

ya
b

Z
ira

ki
19

5
2,

00
0

1
有

有
有

7
13

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 M

ah
m

ud
 R

us
ta

m
ov

46
持

家
有

無
達

成
今
年

か
ら
自

給
達

成
ハ
ト
ロ
ン

K
ho

va
lin

g
K

ho
va

lin
g

6,
00

0
14

,0
00

5
有

有
有

8
13

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 I

sm
oi

l S
ai

do
v

24
持

家
無

有
達

成
ハ
ト
ロ
ン

B
al

ju
vo

n
B

al
ju

vo
n

12
15

0
無

有
有

9
18

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 S

at
or

 R
ak

hi
m

ov
66

持
家

無
有

達
成

政
府
直

轄
R

ud
ak

i
Sh

ar
af

1,
20

0
10

,0
00

1
有

有
有

10
19

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 J

ur
ab

ek
 A

so
ev

40
持

家
無

無
達

成
政
府
直

轄
H

is
or

Sh
ur

ob
50

0
3,

50
0

2
有

有
有

11
19

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 A

hr
ol

 B
oe

v
41

持
家

有
無

達
成

政
府
直

轄
H

is
or

G
ur

iy
od

70
0

5,
00

0
有

有
有

12
22

-O
ct

コ
ン

バ
イ

ン
M

r.
 M

ur
od

al
i A

kr
am

ov
57

持
家

有
無

達
成

ハ
ト
ロ
ン

D
an

gh
ar

a
L

ol
az

o
70

0
5,

00
0

1
有

（
機

能
せ
ず

）
有

有

13
22

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 S

ha
rif

 A
zi

m
ov

45
持

家
有

無
達

成
ハ
ト
ロ
ン

D
an

gh
ar

a
L

ol
az

o
70

0
5,

00
0

1
有

（
機

能
せ
ず

）
有

有

14
22

-O
ct

ト
ラ

ク
タ

ー
M

r.
 M

ah
m

od
i A

zi
m

ov
40
代

持
家

無
無

達
成

ハ
ト
ロ
ン

D
an

gh
ar

a
L

ol
az

o
70

0
5,

00
0

1
有

（
機

能
せ
ず

）
有

有

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

者
地
域

デ
ー

タ

食
糧
不

足
時

の
対
応
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受
益

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

(
2
)
 

                        

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

者

N
o.

農
機
種
類

氏
名

構
成
員

農
地
面
積

備
考

一
人

当
り

So
m

on
i
一
人

当
り

ha
当
り

(人
)

（
ha
）

農
地
面
積

作
物

1
作
物

2
作
物

3
作
物

4
作
物

5
1

2
3

4
5

（
単
位
）

@
4.

8
粗
収
入

粗
収
入

1
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 N
ur

al
i V

al
ie

v
10

0
60

0.
60

コ
ム

ギ
コ

メ
メ

ロ
ン

野
菜

ト
ウ

モ
ロ

コ

シ
、

マ
メ

、

タ
マ

ネ
ギ

25
2

1
1

15
,0

00
U

SD
72

,0
00

72
0

1,
20

0

2
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 F
ai

zu
lo

A
m

irs
ho

ev
21

11
0.

52
コ

ム
ギ

ト
ウ

モ
ロ

コ

シ
コ

メ
3

2
1

10
,0

00
So

m
on

i
10

,0
00

47
6

90
9

3
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 A
bd

us
ol

om
R

aj
ab

ov
60

12
3

10
0h

aは
天

水
畑

2.
05

綿
花

コ
ム

ギ
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
20

10
3

3,
50

0
U

SD
16

,8
00

28
0

13
7

4
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 A
yu

b
H

ol
m

ad
ov

60
80

1.
33

コ
ム

ギ
コ

メ
マ

メ
50

3
3

15
,0

00
So

m
on

i
15

,0
00

25
0

18
8

5
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 Y
or

m
at

Sh
oh

m
ad

ov
8

5.
1

0.
64

コ
ム

ギ
綿

花
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
2

2
0.

5
10

,0
00

U
SD

48
,0

00
6,

00
0

9,
41

2

6
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
ai

dk
ab

ir
Sh

ar
ip

ov
12

6
2h

aは
山

間
部

で
ス

イ
カ

栽
培

0.
50

コ
ム

ギ
コ

メ
タ

マ
ネ

ギ
果

樹
1

1
1

1
55

,0
00

So
m

on
i

55
,0

00
4,

58
3

9,
16

7

7
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 M
ah

m
ud

R
us

ta
m

ov
6

14
2.

33
コ

ム
ギ

ジ
ャ

ガ
イ

モ
タ

マ
ネ

ギ
9

4
1

15
,0

00
So

m
on

i
15

,0
00

2,
50

0
1,

07
1

8
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 I
sm

oi
l S

ai
do

v
4

14
3.

50
コ

ム
ギ

果
樹

（
リ

ン

ゴ
、

ナ
ッ

ツ
、

西
洋

ナ

シ
、

ブ
ド

ウ
）

10
4

4,
00

0
So

m
on

i
4,

00
0

1,
00

0
28

6

9
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
at

or
R

ak
hi

m
ov

10
25

他
に

25
ha

の
天

水
畑

2.
50

コ
ム

ギ
オ

オ
ム

ギ
マ

メ
15

5
5

13
0,

00
0

So
m

on
i

13
0,

00
0

13
,0

00
5,

20
0

10
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 J
ur

ab
ek

A
so

ev
8

3
0.

38
野

菜
コ

ム
ギ

2
1

15
,0

00
So

m
on

i
15

,0
00

1,
87

5
5,

00
0

11
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 A
hr

ol
 B

oe
v

20
26

1.
30

コ
ム

ギ
ブ

ド
ウ

野
菜

、
コ

メ
16

8
2

50
,0

00
So

m
on

i
50

,0
00

2,
50

0
1,

92
3

12
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 M
ur

od
al

i
A

kr
am

ov
20

80
4.

00
コ

ム
ギ

麻
メ

ロ
ン

68
7

5
18

0,
00

0
So

m
on

i
18

0,
00

0
9,

00
0

2,
25

0

13
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
ha

rif
A

zi
m

ov
60

75
1.

25
メ

ロ
ン

、
野

菜
コ

ム
ギ

リ
ン

ゴ
、

チ
ェ

リ
ー

の

間
に

メ
ロ

ン

等
を

栽
培

50
25

50
,0

00
So

m
on

i
50

,0
00

83
3

66
7

14
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 M
ah

m
od

i
A

zi
m

ov
20

50
2.

50
コ

ム
ギ

メ
ロ

ン
、

野

菜
40

10
30

,0
00

So
m

on
i

30
,0

00
1,

50
0

60
0

年
間
粗
収

入
額

農
場
デ
ー
タ

主
要
栽
培
作
物

主
要
栽
培
作
物
面

積

回
答
か
ら
算
出



－98－

 
93

受
益

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

(
3
-
1
)
 

  
N

o.
農
機

種
類

肥
料
使

用
状

況
農
薬

使
用

状
況

種
子

更
新

状
況

所
有

す
る
農
機

の
概

要

1
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 N
ur

al
i

V
al

ie
v

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

尿
素

（
18

0-
20

0ソ
モ

ニ

/5
0k

g）
、

過
リ

ン
酸

（
12

0ソ
モ

ニ
/5

0k
g）

等
の

肥
料

を
購

入
し

、
全

て
の

作
物

に
年

間
5-

6t
on
施

用

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

チ
オ

ダ
ン

（
80
ソ

モ
ニ

/
リ

ッ
ト

ル
）

、
ダ

ル
ト

リ
ン

等
の

殺
虫

剤
を

購

入
し

、
コ

ム
ギ

や
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
に

年
間

10
0

リ
ッ

ト
ル

程
度

施
用

。

コ
ム

ギ
（

播
種

量
：

25
0k

g/
ha
）

の
種

子
価

格
は

3
ソ

モ
ニ

/k
gで

、
2年

に
1回

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

入
手

し
て

い
る

。

ド
ゥ

シ
ャ

ン
ベ

で
20

02
年

に
16

,0
00
ド

ル
で

購
入

し
た

ト
ラ

ク
タ

ー
（

M
T

Z
-8

2）
を

2台
所

有
す

る

ほ
か

、
K

-7
00
と

い
う

ト
ラ

ク
タ

ー
（

30
,0

00
ド

ル
）

を
3台

所
有

。

2
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 F
ai

zu
lo

A
m

irs
ho

ev
N

o.
 1
に

同
じ

N
o.

 1
に

同
じ

19
74
年

製
に

ト
ラ

ク
タ

ー
（

T
-4

0）
を

運
搬

用
に

1台
所

有
。

3
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 A
bd

us
ol

om
R

aj
ab

ov
N

o.
 1
に

同
じ

N
o.

 1
に

同
じ

毎
年

更
新

ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
製

の
古

い
ト

ラ
ク

タ
ー

（
19

88
年

）
を

運
搬

用
に

1台
所

有
。

4
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 A
yu

b
H

ol
m

ad
ov

N
o.

 1
に

同
じ

N
o.

 1
に

同
じ

毎
年

更
新

3,
00

0ド
ル

で
3年

前
に

バ
ザ

ー
ル

で
購

入
し

た

M
T

Z
の

中
古

ト
ラ

ク
タ

ー
（

19
88
年

）
を

耕
起

用

に
、

ま
た

1,
50

0ド
ル

で
3年

前
に

バ
ザ

ー
ル

で
購

入
し

た
古

い
ト

ラ
ク

タ
ー

（
T

-2
8）

を
運

搬
用

に

各
1台

ず
つ

所
有

。

5
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 Y
or

m
at

Sh
oh

m
ad

ov

尿
素

（
25

0U
SD

/ト
ン

）
は

2ト
ン

、
過

リ
ン

酸

（
18

0U
SD

/ト
ン

）
は

1.
5ト

ン
、

自
給

肥
料

（
鶏

糞
2ト

ン
や

ハ
ト

糞
）

等
を

全
て

の
作

物
に

施

用
。

化
成

肥
料

は
地

元
マ

ー
ケ

ッ
ト

で
購

入
。

粘
着

式
殺

虫
剤

（
イ

ナ
ゴ

用
、

60
ソ

モ
ニ

）
を

綿

花
に

使
用

。
防

ダ
ニ

剤
（

30
0U

SD
）

も
使

用
。

い
ず

れ
も

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

毎
年

更
新

、
コ

ム
ギ

（
2ソ

モ
ニ

/k
g）

は
20

0k
g/

ha
の

播
種

量
、

綿
花

（
1.

5ソ
モ

ニ
/k

g）
は

10
0k

g/
ha

の
播

種
量

、
種

子
は

国
営

育
種

場
か

ら
購

入
。

チ
ー

ゼ
ル

・
カ

ル
チ

ベ
ー

タ
ー

と
ハ

ロ
ウ

を
所

有
（

友
人

か
ら

無
料

で
譲

渡
）

農
業
資

機
材

利
用

状
況

(1
/
2
)

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

者
氏

名
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受
益

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

(
3
-
2
)
 

  N
o.

農
機
種
類

肥
料
使
用
状
況

農
薬
使
用
状
況

種
子
更
新
状
況

所
有
す
る
農
機
の
概
要

6
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
ai

dk
ab

ir
Sh

ar
ip

ov

堆
肥

（
25

0ソ
モ

ニ
/5

0k
g）

は
5ト

ン
、

尿
素

と
過

リ
ン

酸
（

共
に

20
0ソ

モ
ニ

/5
0k

g）
は

合
計

2ト
ン

を
全

て
の

作
物

に
施

用
。

全
て

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

n/
a

コ
ム

ギ
（

播
種

量
：

25
0k

g/
ha
）

、
ジ

ャ
ガ

イ
モ

（
播

種
量

：
1,

25
0k

g/
ha
）

と
も

種
子

価
格

は
2ソ

モ
ニ

/k
gで

、
2年

に
1回

M
um

in
ob

ad
郡

の
マ

ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

し
て

い
る

。
タ

マ
ネ

ギ
（

播
種

量
：

10
kg

/h
a）

は
種

子
価

格
は

15
0ソ

モ
ニ

/k
g

で
、

1回
更

新
し

た
だ

け
で

、
D

us
ha

nb
eの

試
験

場
か

ら
購

入
し

た
。

な
し

7
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 M
ah

m
ud

R
us

ta
m

ov

尿
素

（
15

0ソ
モ

ニ
/5

0k
g）

は
1.

5ト
ン

、
過

リ
ン

酸
（

10
0ソ

モ
ニ

/5
0k

g）
は

4.
5ト

ン
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
全

て
地

元
マ

ー
ケ

ッ
ト

で
購

入
。

Fu
re
と

K
ar

at
e（

共
に

80
ソ

モ
ニ

/リ
ッ

ト
ル

）
を

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

し
て

、
全

作
物

に
対

し
て

合
計

2-
3ト

ン
程

度
施

用
。

コ
ム

ギ
（

播
種

量
：

20
0k

g/
ha
）

は
種

子
価

格
は

1.
8ソ

モ
ニ

/k
gで

、
2年

に
1回

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト

で
購

入
し

て
い

る
。

ジ
ャ

ガ
イ

モ
（

播
種

量
：

3,
50

0k
g/

ha
）

は
種

子
価

格
は

1.
7ソ

モ
ニ

/k
gで

、

2-
3年

に
1回

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

し
て

い

る
。

な
し

8
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 I
sm

oi
l

Sa
id

ov
不

使
用

果
樹

に
B

-5
8（

12
0ソ

モ
ニ

/0
.5
リ

ッ
ト

ル
）

を
2-

3
リ

ッ
ト

ル
施

用
。

D
us

ha
nb

eの
行

き
つ

け
の

店
で

購
入

。

自
家

採
種

ト
ラ

ク
タ

ー
（

M
T

Z
-5

0)
を

所
有

し
て

い
る

が
稼

働
し

て
い

な
い

。

9
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
at

or
R

ak
hi

m
ov

尿
素

、
過

リ
ン

酸
（

と
も

に
10

0ソ
モ

ニ
/5

0k
g以

下
）

合
計

6-
7ト

ン
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
化

成
肥

料
は

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

不
使

用

毎
年

更
新

、
コ

ム
ギ

（
2.

5ソ
モ

ニ
/k

g）
は

22
0k

g/
ha
の

播
種

量
、

オ
オ

ム
ギ

（
1.

8ソ
モ

ニ

/k
g）

は
20

0k
g/

ha
の

播
種

量
、

マ
メ

は
種

子
（

10
ソ

モ
ニ

/k
g）

は
35

-5
0k

g/
ha
の

播
種

量
で

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
か

ら
購

入
。

な
し

10
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 J
ur

ab
ek

A
so

ev

尿
素

、
硝

酸
カ

リ
ウ

ム
（

と
も

に
14

0ソ
モ

ニ

/5
0k

g）
、

過
リ

ン
酸

（
10

0ソ
モ

ニ
/5

0k
g）

合
計

4
ト

ン
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
化

成
肥

料
は

地

元
マ

ー
ケ

ッ
ト

で
購

入
。

B
-5

8と
Fa

lik
un
（

40
ソ

モ
ニ

/リ
ッ

ト
ル

）
を

5
リ

ッ
ト

ル
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
地

元
マ

ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

毎
年

更
新

、
コ

ム
ギ

（
3.

5-
4ソ

モ
ニ

/k
g）

は

20
0k

g/
ha
の

播
種

量
で

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
か

ら
購

入
。

な
し

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

者
氏
名

農
業
資
機
材
利
用
状

況
(1
/
2
)
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受
益

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

(
3
-
3
)
 

N
o.

農
機

種
類

肥
料

使
用

状
況

農
薬

使
用

状
況

種
子

更
新
状

況
所

有
す

る
農

機
の
概
要

11
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 A
hr

ol
B

oe
v

硝
酸

カ
リ

ウ
ム

、
燐

安
（

と
も

に
12

0ソ
モ

ニ

/5
0k

g）
合

計
12
ト

ン
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
化

成
肥

料
は

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

B
-5

8（
50
ソ

モ
ニ

/リ
ッ

ト
ル

）
と

N
ur

el
-D

（
70
ソ

モ
ニ

/リ
ッ

ト
ル

）
を

各
5リ

ッ
ト

ル
ず

つ
全

て
の

作
物

に
施

用
。

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

不
定

期
更

新
、

コ
ム

ギ
（

3-
4ソ

モ
ニ

/k
g）

は

22
0k

g/
ha
の

播
種

量
、

コ
メ

（
8ソ

モ
ニ

/k
g）

は

18
0-

20
0k

g/
ha
の

播
種

量
、

タ
マ

ネ
ギ

（
40

0ソ
モ

ニ
/k

g）
は

18
-2

0k
g/

ha
の

播
種

量
で

、
地

元
マ

ー

ケ
ッ

ト
か

ら
購

入
。

な
し

12
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 M
ur

od
al

i
A

kr
am

ov

尿
素

、
硝

酸
カ

リ
ウ

ム
（

と
も

に
4ソ

モ
ニ

/k
g）

合
計

25
ト

ン
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
価

格
は

去

年
の

2倍
に

な
っ

た
。

化
成

肥
料

（
ロ

シ
ア

、
ウ

ズ
ベ

キ
、

パ
キ

ス
タ

ン
、

イ
ラ

ン
製

）
は

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

B
-5

8（
25

0ソ
モ

ニ
/k

g）
と

N
ur

el
-D

（
25

0ソ
モ

ニ

/k
g）

の
合

計
10

kg
を

メ
ロ

ン
や

ス
イ

カ
に

施
用

。

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

2-
3年

に
1回

更
新

、
コ

ム
ギ

（
3.

5ソ
モ

ニ
/k

g）
は

22
0k

g/
ha
の

播
種

量
で

、
ロ

シ
ア

か
ら

購
入

（
品

質
が

良
く

、
収

量
が

高
い

か
ら

）
。

な
し

13
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
ha

rif
A

zi
m

ov

尿
素

、
硝

酸
カ

リ
ウ

ム
（

と
も

に
4ソ

モ
ニ

/k
g）

合
計

30
ト

ン
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
価

格
は

去

年
の

2倍
に

な
っ

た
。

化
成

肥
料

（
ロ

シ
ア

、
ウ

ズ
ベ

キ
、

パ
キ

ス
タ

ン
、

イ
ラ

ン
製

）
は

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

B
-5

8（
25

0ソ
モ

ニ
/k

g）
と

N
ur

el
-D

（
25

0ソ
モ

ニ

/k
g）

の
合

計
30
リ

ッ
ト

ル
を

全
て

の
作

物
に

施

用
。

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

2-
3年

に
1回

更
新

、
コ

ム
ギ

（
3.

5ソ
モ

ニ
/k

g）
は

22
0k

g/
ha
の

播
種

量
で

、
ロ

シ
ア

か
ら

購
入

（
品

質
が

良
く

、
収

量
が

高
い

か
ら

）
。

な
し

14
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 M
ah

m
od

i
A

zi
m

ov

尿
素

、
硝

酸
カ

リ
ウ

ム
（

と
も

に
4ソ

モ
ニ

/k
g）

合
計

15
ト

ン
を

全
て

の
作

物
に

施
用

。
価

格
は

去

年
の

2倍
に

な
っ

た
。

化
成

肥
料

（
ロ

シ
ア

、
ウ

ズ
ベ

キ
、

パ
キ

ス
タ

ン
、

イ
ラ

ン
製

）
は

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

B
-5

8（
25

0ソ
モ

ニ
/k

g）
と

N
ur

el
-D

（
25

0ソ
モ

ニ

/k
g）

の
合

計
20
リ

ッ
ト

ル
を

全
て

の
作

物
に

施

用
。

地
元

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

購
入

。

3年
に

1回
更

新
、

コ
ム

ギ
（

3.
5ソ

モ
ニ

/k
g）

は

22
0k

g/
ha
の

播
種

量
で

、
ロ

シ
ア

か
ら

購
入

（
品

質
が

良
く

、
収

量
が

高
い

か
ら

）
。

な
し

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
者

氏
名

農
業
資

機
材

利
用

状
況

(1
/
2
)
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受
益

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

(
3
-
4
)
 

  
N

o.
農

機
種

類
2K

R
農

機
の

概
要

備
考

1
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 N
ur

al
i

V
al

ie
v

コ
ン

バ
イ

ン
は

コ
ム

ギ
や

コ
メ

の
収

穫
に

使
用

す
る

ほ
か

、
周

辺
の

60
近

い
農

場
へ

も
賃

貸
し

し
て

い
る

。
料

金
は

17
0ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

、
周

囲
の

賃
貸

し
サ

ー
ビ

ス
単

価
（

20
0-

25
0ソ

モ
ニ

/h
a）

よ
り

も
安

く
設

定
し

て
い

る
。

な
お

、
賃

貸
し

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
収

入
は

リ
ー

ス
代

金
支

払
い

に
か

な
り

貢
献

し
て

い
る

。

デ
ィ

ー
ゼ

ル
：

昨
年

は

3.
5ソ

モ
ニ

/リ
ッ

ト
ル

だ
っ

た
価

格
が

今
は

7ソ
モ

ニ
/リ

ッ
ト

ル
と

な
っ

て
い

る
か

ら
。

コ
ム

ギ
種

子
：

足
り

て
い

な
い

。

M
T

Z
製

3輪
ト

ラ
ク

タ
：

綿
花

栽
培

に
使

用
す

る
た

め
。

綿
花

栽
培

に
使

用
す

る
M

T
Z
製

3輪
ト

ラ
ク

タ

が
な

い
こ

と
。

肥
料

の
価

格
が

高
い

。

感
謝

し
て

い
ま

す
。

－

2
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 F
ai

zu
lo

A
m

irs
ho

ev

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
50
以

上
の

農
場

へ
も

賃

貸
し

し
て

い
る

。
料

金
は

80
ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

、
周

囲
の

賃
貸

し
サ

ー
ビ

ス
単

価
（

10
0ソ

モ
ニ

/h
a）

よ
り

も
安

く
設

定
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

に
7.

50
0ソ

モ
ニ

（
全

額
で

44
,4

34
ソ

モ
ニ

）
支

払
っ

て
お

り
、

あ
と

2年
位

で
完

済
で

き
そ

う
と

考
え

て
い

る
。

な
お

、
プ

ラ
ウ

使
用

時
の

デ
ィ

ー
ゼ

ル
消

費
量

は
28
リ

ッ
ト

ル
/h

a（
19

7ソ
モ

ニ
/h

a）
で

あ
る

。
19

86
年

よ

り
メ

カ
ニ

ッ
ク

を
や

っ
て

お
り

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
は

す
べ

て
自

分
で

行
う

。

ロ
ー

タ
リ

ー
・

ク
ラ

ッ

シ
ャ

ー
・

カ
ッ

タ
ー

、
ト

レ
ー

ラ
ー

、
ソ

イ
ル

・
グ

レ
ー

ダ

－
特

に
な

し
と

て
も

感
謝

し

て
い

ま
す

。
－

3
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 A
bd

us
ol

om
R

aj
ab

ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
40

-5
0の

農
場

へ
も

賃
貸

し
し

て
い

る
。

料
金

は
80
ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー

ゼ
ル

代
は

別
）

で
あ

る
。

こ
れ

ま
で

に
4,

50
0U

SD
（

全
額

で
44

,4
34
ソ

モ
ニ

）
支

払
っ

て
お

り
、

あ
と

2.
5年

残
っ

て
い

る
。

コ
ン

バ
イ

ン
は

持
っ

て
い

な
い

の
で

友
人

か
ら

借
り

て
い

る
（

20
0ソ

モ
ニ

/h
a）

。

ト
ラ

ク
タ

ー
（

M
T

Z
）

、

コ
ン

バ
イ

ン

（
E

ni
se

y）
、

肥
料

、
水

路
浚

渫
用

パ
ワ

ー
シ

ョ
ベ

ル

水
路

浚
渫

用
パ

ワ
ー

シ
ョ

ベ
ル

が
な

い
こ

と
。

資
機

材
価

格
が

高
い

の
で

十
分

に
購

入
で

き
な

い
。

感
謝

し
て

い
ま

す
。

－

4
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 A
yu

b
H

ol
m

ad
ov

コ
ン

バ
イ

ン
は

コ
ム

ギ
や

コ
メ

、
オ

オ
ム

ギ
の

収
穫

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
30

-
40
の

農
場

へ
も

賃
貸

し
し

て
い

る
。

稼
働

期
間

は
6-

8月
の

3ヶ
月

間
。

料
金

は
15

0k
gの

コ
ム

ギ
/h

a（
オ

ペ
レ

ー
タ

、
デ

ィ
ー

ゼ
ル

代
お

よ
び

オ
イ

ル
代

全
て

込
）

で
あ

る
。

な
お

、
コ

ン
バ

イ
ン

の
デ

ィ
ー

ゼ
ル

消
費

量
は

18
-2

0リ
ッ

ト
ル

/h
a（

約
14

0ソ
モ

ニ

/h
a）

で
あ

る
。

既
に

こ
れ

ま
で

16
,0

00
U

SD
支

払
い

済
み

で
、

残
り

3年
で

完
済

予

定
。

最
新

モ
デ

ル
の

コ
ン

バ
イ

ン
は

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

が
入

手
し

に
く

い
。

ソ
連

時
代

か
ら

の
メ

カ
ニ

ッ
ク

が
い

て
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
う

。
こ

れ
ま

で
オ

イ
ル

交
換

の
み

で
、

修
理

は
無

し
。

M
T

Z
の

3輪
ト

ラ
ク

タ
ー

：
条

間
の

調
整

が
容

易
で

、
野

菜
栽

培
に

使
用

す
る

た
め

。

水
路

浚
渫

用
パ

ワ
ー

シ
ョ

ベ
ル

が
な

い
こ

と
。

資
機

材
価

格
が

高
い

。

感
謝

の
念

の
み

で
す

。
－

5
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 Y
or

m
at

Sh
oh

m
ad

ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
20

0-
30

0の
農

場
へ

も
賃

貸
し

し
て

い
る

。
料

金
は

30
-4

0ソ
モ

ニ
/h

a（
オ

ペ
レ

ー
タ

お
よ

び
オ

イ
ル

代
込

、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
に

6,
00

0U
SD

（
全

額
で

44
,4

34
ソ

モ
ニ

）

支
払

っ
て

お
り

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
通

り
払

う
予

定
。

稼
働

時
間

の
25

%
を

賃
貸

し
し

て

い
る

が
、

大
事

に
使

い
た

い
の

で
過

剰
使

用
は

し
な

い
様

に
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

8ヶ
月

間
程

度
稼

働
し

、
オ

イ
ル

と
フ

ィ
ル

タ
交

換
の

み
。

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

は
M

T
Z
な

の
で

い
つ

で
も

手
に

入
る

。
コ

ル
ホ

ー
ズ

時
代

の
機

械
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
あ

り
、

難
し

い
故

障
は

そ
こ

に
頼

む
。

ロ
ー

タ
リ

ー
・

ハ
ロ

ウ
農

業
機

械
不

足

資
機

材
価

格
が

高
い

の
で

十
分

に
購

入
で

き
な

い
。

と
て

も
感

謝
し

て
い

ま
す

。
－

タ
キ

イ
種

苗
に

コ

ン
タ

ク
ト

し
た

い
。

2K
R
に

対
す

る

意
見

M
T

C
の

技
術

レ
ベ

ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

者
氏

名

農
業

資
機

材
利
用

状
況

(2
/
2
)

欲
し
い
農
業

資
材

営
農

上
の
課
題

農
業
資

材
調

達
の
課

題



－102－

 
97

受
益

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

(
3
-
5
)
 

  
N

o.
農

機
種

類
2K

R
農

機
の

概
要

備
考

6
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
ai

dk
ab

ir
Sh

ar
ip

ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

村
に

た
っ

た
1台

の
ト

ラ
ク

タ
ー

な
の

で
周

辺
の

10
0の

農
場

へ
も

賃
貸

し
し

て
い

る
。

料
金

は
50
ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
賃

貸
し

サ
ー

ビ
ス

が
稼

働
率

の
50

%
以

上
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
に

25
,0

00
ソ

モ
ニ

（
全

額
で

44
,4

34
ソ

モ
ニ

）
支

払
っ

て
お

り
、

来
年

完
済

す
る

予
定

。
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
が

メ
カ

ニ
ッ

ク
を

兼
ね

て
い

る
（

20
年

の
経

験
）

。
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
さ

え
入

手
で

き
れ

ば
自

分
た

ち
で

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

は
出

来
る

。
コ

ル
ホ

ー
ズ

時
代

の
機

械
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
あ

り
、

難
し

い
故

障
は

そ
こ

に
頼

む
。

カ
ル

チ
ベ

ー
タ

ー
、

施
肥

機
、

ポ
テ

ト
・

デ
ィ

ガ
ー

、
ポ

テ
ト

・
プ

ラ
ン

タ
ー

、
脱

穀
機

農
地

面
積

が
小

さ
い

こ
と

。

デ
ィ

ー
ゼ

ル
が

高
い

こ
と

。

粗
悪

な
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
（

中
国

製
）

が
出

回
っ

て
い

る
こ

と
。

感
謝

し
て

い
ま

す
。

M
T

C
に

4台
の

T
aj

ira
n製

ト
ラ

ク
タ

ー
が

あ
り

、

エ
ン

ジ
ン

は
悪

く
な

い

が
燃

料
系

統
が

壊
れ

や

す
い

の
に

パ
ー

ツ
が

手

に
入

ら
ず

、
苦

労
し

て

い
る

様
だ

。

2K
R
の

こ
と

は

D
us

ha
nb

eに
行

っ

た
時

に
、

た
ま

た

ま
乗

り
合

わ
せ

た

バ
ス

の
隣

の
席

の

人
に

聞
い

て
応

募

し
た

。

7
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 M
ah

m
ud

R
us

ta
m

ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
30
の

農
場

へ
も

賃
貸

し

し
て

い
る

。
料

金
は

80
ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

、
市

場
価

格
の

10
0-

12
0ソ

モ
ニ

/h
aよ

り
も

低
価

格
に

設
定

し
て

い

る
。

こ
れ

ま
で

に
6,

00
0U

SD
（

全
額

で
44

,4
34
ソ

モ
ニ

）
支

払
っ

て
お

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

払
う

予
定

。
稼

働
時

間
の

50
%
以

上
は

賃
貸

し
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

20
10
年

11
月

以
降

8ヶ
月

間
程

度
稼

働
し

て
い

る
が

（
積

雪
で

冬
季

の
3-

4か
月

は
稼

働

し
な

い
）

、
修

理
や

部
品

交
換

は
な

し
。

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

は
K

ho
va

lin
gの

デ
ィ

ー
ラ

ー

経
由

あ
る

い
は

D
us

ha
nb

eへ
行

っ
て

直
接

購
入

も
可

能
。

コ
ン

バ
イ

ン
は

借
り

て
お

り

現
物

払
い

（
15

0k
g/

ha
の

コ
ム

ギ
＋

燃
料

代
）

。

コ
ン

バ
イ

ン
（

現
在

は
借

り
て

い
る

）
、

肥
料

（
高

い
か

ら
）

、
ポ

テ
ト

・
プ

ラ
ン

タ

農
業

機
械

不
足

資
機

材
価

格
が

高
い

。
－

2K
R
の

こ
と

は
T

V
を

見
て

知
っ

た
。

8
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 I
sm

oi
l

Sa
id

ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

村
内

の
10
農

場
（

50
ha
）

へ
も

賃

貸
し

し
て

い
る

。
料

金
は

80
ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

M
T

C
と

同
価

格
。

こ
れ

ま
で

に
5,

00
0U

SD
（

全
額

で
44

,4
34

ソ
モ

ニ
）

支
払

っ
て

お
り

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
通

り
払

う
予

定
。

稼
働

時
間

の
60

%
は

賃

貸
し

し
て

い
る

。
20

10
年

11
月

以
降

稼
働

し
て

い
る

が
（

冬
季

も
除

雪
な

ど
の

作
業

に

使
用

）
、

オ
イ

ル
交

換
の

み
。

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

は
D

us
ha

nb
eや

ゴ
ル

ガ
ン

チ
ュ

ベ
の

専

門
店

か
ら

入
手

し
、

自
分

で
修

理
す

る
。

遠
方

か
ら

来
る

コ
ン

バ
イ

ン
は

借
り

ざ
る

を
得

ず
、

オ
ペ

レ
ー

タ
の

3食
手

当
と

25
0ソ

モ
ニ

/h
a＋

燃
料

代
を

支
払

っ
て

い
る

。

燃
料

価
格

が
高

い
。

種
子

価
格

が
高

い
。

感
謝

し
て

い
ま

す
。

－

9
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
at

or
R

ak
hi

m
ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
50
余

り
の

農
場

へ
も

賃

貸
し

し
て

い
る

。
料

金
は

20
0ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

あ
る

が
、

貧
困

者
に

対
し

て
は

割
引

あ
る

い
は

タ
ダ

で
作

業
（

燃
料

の
み

請
求

）
し

て
い

る
、

。
こ

れ
ま

で
に

18
,0

00
ソ

モ
ニ

（
全

額
で

44
,4

34
ソ

モ
ニ

）
支

払
っ

て
お

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

払
う

予
定

だ
が

、
余

裕
が

あ
れ

ば
早

く
完

済
し

た
い

。

チ
ー

ゼ
ル

･
カ

ル
チ

ベ
ー

タ
ー

、
ト

レ
ー

ラ
ー

、
ハ

ロ
ウ

農
業

機
械

不
足

資
機

材
価

格
が

高
い

（
特

に

デ
ィ

ー
ゼ

ル
）

の
で

十
分

に
購

入
で

き
な

い
。

と
て

も
感

謝
し

て
い

ま
す

。
－

2K
R
の

こ
と

は
T

V
を

見
て

知
っ

た
。

10
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 J
ur

ab
ek

A
so

ev

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
60
以

上
の

農
場

へ
も

賃

貸
し

し
て

い
る

。
料

金
は

80
-9

0ソ
モ

ニ
/h

a（
オ

ペ
レ

ー
タ

お
よ

び
オ

イ
ル

代
込

、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

あ
る

（
周

辺
の

市
場

価
格

の
10

-2
0%

低
い

料
金

）
。

稼
働

時
間

の
80

%
は

賃
貸

し
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

に
20

,0
00
ソ

モ
ニ

（
全

額
で

44
,4

34
ソ

モ

ニ
）

支
払

っ
て

お
り

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
通

り
払

う
予

定
。

コ
ム

ギ
種

子
（

高
品

質
で

安
価

な
も

の
）

、
チ

ー
ゼ

ル
・

カ
ル

チ
ベ

ー
タ

ー
、

肥
料

散
布

機

特
に

な
し

資
機

材
価

格
が

高
い

。

感
謝

し
て

い
ま

す
。

－
2K

R
の

こ
と

は
T

V
を

見
て

知
っ

た
。

営
農

上
の
課
題

農
業
資

材
調

達
の
課

題
2K

R
に

対
す

る

意
見

M
T

C
の

技
術

レ
ベ

ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

者
氏

名

農
業

資
機

材
利
用

状
況

(2
/
2
)

欲
し
い
農
業

資
材



－103－

 
98

受
益

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

(
3
-
6
)
 

  
N

o.
農

機
種

類
2K

R
農

機
の

概
要

備
考

11
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 A
hr

ol
B

oe
v

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
30
の

農
場

へ
も

賃
貸

し

し
て

い
る

。
料

金
は

20
0ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

、
貧

困
者

に
は

15
0ソ

モ
ニ

/h
aで

貸
し

て
い

る
（

周
辺

の
市

場
価

格
は

20
0ソ

モ
ニ

/h
a）

。
稼

働
時

間
の

70
%
以

上
は

賃
貸

し
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

に
15

,0
00

ソ
モ

ニ
（

全
額

で
44

,4
34
ソ

モ
ニ

）
支

払
っ

て
お

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

払
う

予

定
。

21
年

間
メ

カ
ニ

ッ
ク

と
し

て
勤

務
し

て
き

た
の

で
、

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

（
地

元
に

も
ド

ゥ
シ

ャ
ン

ベ
で

入
手

可
能

）
が

あ
れ

ば
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
は

自
分

で
出

来
る

。

チ
ー

ゼ
ル

・
カ

ル
チ

ベ
ー

タ
、

グ
レ

ー
ダ

-、
水

路

掘
削

機
、

デ
ィ

ス
ク

・
ハ

ロ
ウ

灌
漑

用
水

の
確

保

デ
ィ

ー
ゼ

ル
お

よ
び

肥
料

価
格

が
高

い
。

と
て

も
高

い
品

質
で

非
常

に
満

足
し

て
い

ま

す
。

－
2K

R
の

こ
と

は
T

V
を

見
て

知
っ

た
。

12
コ

ン
バ

イ
ン

M
r.

 M
ur

od
al

i
A

kr
am

ov

コ
ン

バ
イ

ン
は

コ
ム

ギ
の

収
穫

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
70
の

農
場

へ
も

賃
貸

し

し
て

い
る

。
料

金
は

10
0ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
み

、
デ

ィ
ー

ゼ
ル

代
は

別
）

で
、

貧
困

者
30
人

ほ
ど

に
は

燃
料

費
の

実
費

の
み

で
貸

し
て

い
る

（
周

辺
の

市
場

価
格

は
20

0ソ
モ

ニ
/h

a）
あ

る
。

稼
働

時
間

の
80

%
は

賃
貸

し
で

あ

る
。

既
に

こ
れ

ま
で

57
,0

00
ソ

モ
ニ

支
払

い
済

み
で

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
通

り
に

完
済

す

る
予

定
。

2K
R
農

機
は

コ
ン

バ
イ

ン
の

み
申

請
し

、
ト

ラ
ク

タ
ー

は
申

請
せ

ず
（

コ
ン

バ
イ

ン
の

需
要

が
は

る
か

に
高

い
た

め
）

。
こ

れ
ま

で
は

オ
イ

ル
交

換
の

み
で

、
修

理
は

無
し

。
メ

カ
ニ

ッ
ク

が
お

り
、

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

も
問

題
な

く
入

手
可

能
。

ト
ラ

ク
タ

ー
は

M
T

C
等

か
ら

80
-1

00
ソ

モ
ニ

/h
aで

借
り

て
い

る
。

ト
ラ

ク
タ

ー
(M

T
Z

) 
、

肥

料
、

ベ
ー

ラ
ー

、
収

穫
後

種
子

洗
浄

選
別

機

農
業

機
械

不
足

資
機

材
価

格
が

高
い

。

と
て

も
満

足
し

て
お

り
、

と
て

も
感

謝
し

て
い

ま
す

。

－
2K

R
の

こ
と

は
T

V
を

見
て

知
っ

た
。

13
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 S
ha

rif
A

zi
m

ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
20
の

農
場

へ
も

賃
貸

し

し
て

い
る

。
料

金
は

80
-1

00
ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー

ゼ
ル

代
は

別
）

で
、

周
辺

の
市

場
価

格
よ

り
20

%
程

度
割

引
し

て
い

る
。

稼
働

時
間

の

50
%
以

上
は

賃
貸

し
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

に
17

,5
00
ソ

モ
ニ

（
全

額
で

44
,4

34
ソ

モ

ニ
）

支
払

っ
て

お
り

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
通

り
払

う
予

定
。

自
分

は
メ

カ
ニ

ッ
ク

も
で

き
る

が
、

中
国

製
の

粗
悪

な
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
が

あ
り

困
っ

て
い

る
。

コ
ム

ギ
収

穫
作

業
に

は
N

o.
12
の

回
答

者
か

ら
コ

ン
バ

イ
ン

を
借

り
て

い
る

。

チ
ー

ゼ
ル

･
カ

ル
チ

ベ
ー

タ
ー

な
ど

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
一

式

農
業

機
械

不
足

肥
料

や
デ

ィ
ー

ゼ
ル

が
高

い
。

感
謝

し
て

い
ま

す
。

果
樹

園
の

間
作

で
大

統
領

か
ら

金
メ

ダ
ル

も
受

領
し

ま
し

た
。

－

2K
R
の

こ
と

は
T

V
を

見
て

知
っ

た
。

周
囲

の
社

旗
的

弱

者
(障

害
者

や
傷

痍

軍
人

）
に

無
料

で

食
糧

配
布

を
し

て

い
る

。

14
ト

ラ
ク

タ
ー

M
r.

 M
ah

m
od

i
A

zi
m

ov

ト
ラ

ク
タ

ー
は

栽
培

作
物

全
般

に
使

用
す

る
ほ

か
、

周
辺

の
20
の

農
場

へ
も

賃
貸

し

し
て

い
る

。
耕

起
料

金
は

80
-1

00
ソ

モ
ニ

/h
a（

オ
ペ

レ
ー

タ
お

よ
び

オ
イ

ル
代

込
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
代

は
別

）
で

あ
る

。
稼

働
時

間
の

50
%
は

賃
貸

し
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

に
17

,0
00
ソ

モ
ニ

（
全

額
で

44
,4

34
ソ

モ
ニ

）
支

払
っ

て
お

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

払

う
予

定
。

低
金

利
ロ

ー
ン

、
ポ

テ

ト
･
プ

ラ
ン

タ
ー

、
ポ

テ

ト
・

デ
ィ

ガ
ー

資
金

不
足

資
金

が
な

い
。

感
謝

し
て

い
ま

す
。

－
2K

R
の

こ
と

は
T

V
を

見
て

知
っ

た
。

農
業

資
機

材
利
用

状
況

(2
/
2
)

欲
し
い
農
業

資
材

営
農

上
の
課
題

農
業
資

材
調

達
の
課

題
2K

R
に

対
す

る

意
見

M
T

C
の

技
術

レ
ベ

ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

者
氏

名
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